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この調査は，昭和36年度において，各県の林業試験機関が実施した林地肥清の事例調査に関連して，肥

培スギの材質の実態をあきらかにするために計画されたものである。

調査事項および調査方法は，昭和36年 4 月，各県林業試験機関の担当者会議において協議された「林地

肥培木の材質調査要領」によったものであり，調査林分の選定，供試材の採取などは，すべて各県林業試

験機関があらかじめ打ち合わせた一定の研究設計書にもとづいて実施したものである。

試料が採取された地域は合計26県の肥培林分とその対照林分で，これらの林分から採取された供試木本

数は，肥培木 184 本，対照木 178 本であったが，このうち，肥培林分と対照林分でその立木密度にかなり

差異のあるもの (ha 当たりの立木本数の差異が士 309五以上のもの〉両林分の代表木が同ーの直径階区分

から選定されていなし、ものなどを除外して，合計20県，肥培林分，対照林分おのおの61，肥培木，対照木

おのおの 102 個体について，その調査結果を取りまとめたものである。

1.調査方法

1.1. 林分の選定とその調査

各県におけるスギの10年生以上の林分を調査の対象とし，施肥林分(記号A) とその対照となる無施肥

林分(記号B) を 1 つの組として選定した。

この雨林分の選定の規準は

(1) AおよびB林分が近傍してし、て，その環境条件があまりちがわなし、こと。

(2) AおよびB林分の地形，地質，母岩や土壌の母材料が同一であるとみなされること。

(3) AおよびB林分の土壌の成層状態がほぼ同一であるとみなされること。

(4) AおよびB林分の植栽笛木の首齢，産地等がなるべく同一であること。

(5) AおよびB林分の植栽方法やその後の保育方法が，ほぼ同一であること。

(6) AおよびB林分の樹齢差が 3 年以内であること。

などである。なお，調査林分の所在県名は次の記号で表示した。
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山形 C 京都 P 

福島 D 鳥取 Q 

茨城 E 島根 R 

栃木 F 岡山 S 

群馬 G 広島 T 

埼玉 H 山口 U 

新潟 愛媛 V 

富山 J 高知 w 
石川 K 福岡 X 

長野 L 長崎 Y 

岐阜 M 鹿児島 Z 

このようにして選定された施肥林分と無施肥林分に面積約 O. 003~0. 150 ha の標準地をもうけ，標準地

内の供試木の樹高，胸高直径および根元直径を測定し，さらに土壌調査をおこなって，この両林分が土壌

的に同ーの条件で、あることを確認した後，林分所有者の記録などから，それぞれの林分の保育経過(下刈

り，枝打ち，除間伐の経過〉と施肥林分については，施肥年月日，使用した肥料の種類，立木 1 本当たり

の施肥量，施肥の方法等を調査した。

1. 2. 供試木の選定と供試材の採取

標準地の毎木調査の結果から，各林分について，その全胸高直径の範囲を 3 等分し，この 3 階級の区分

の平均に該当するもののなかから，外観的に無キズなものを選定して供試木として伐倒した。この場合，

この 3 階級の直径範囲の供試木をそれぞれの林分の優勢木，中庸木，劣勢木の代表とみなし，これらの供

試木についての測定事項については，施肥林分とその対!!吉林分でつねに同一の直径階級の組ごとに比較が

おこなえるようにした。森林所有者の事情等によって，各林分から，必ずしも各直径階級を代表する供試木

が伐倒できない場合もあったが，この場合にも，その対照林分の同ーの直径階の組だけの比較をおこなか，

これ以外の供試木はこの調査の集計から除外した。

伐倒した供試木にっし、ては，制高，胸高直径，根元直径(地上高10cmの位置における直径).技下高，

枝の太さと長さ，幹，枝，葉の部分ベつ生重量を実測し，幹の地ぎわ音[1位(地上高10~15cm)，胸高部位

(地上高125~130cm) の位置で厚さ約 5cm の円板を採取した。

1. 3. 年輪構成，容積密度数の測定

各供試木から採取された 2 枚の円板(地ぎわ部位と胸高部位〉を鈎削し，幹の山側方位における年輪に

ついて，年輪幅と年輪内にしめる晩材をふくんだ偽年輪状の濃褐色に着色した部分〔この部分を樹脂帯と

いうことにする〉の半径方向の幅を測定し，この部分の年輪内にしめる比率を樹脂帯率としてもとめた。

これらの観察は Zeiss Measuring Magnifier 8 x でおとなった。観察した円板におし、て肥大成長の

偏異が著しいもの(幹の谷側の半径/幹の山側の半径>1.3) については，この年輪幅と樹脂帯の測定を

幹の山倶ij，谷側の 2 方位についておこない，同ーの齢階の測定値を平均しでもとめた。

容積密度数の測定については，地ぎわ部と胸高部位の円板から，厚さ約1. 5cm の試料を木取り，これ

につし、て Fig. 1 のごとく幹の外側より 2 年輪ごとにその年輪境界より剥離した供試片をつくった。容積

密度数の測定は，水中iえi責法によってもとめた生材容積と供試片の全乾重量からもとめた。この測定は年
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愉構成の場合と|ロl機に原則として幹の山側方位においておこなった

が，偏心成長の著しし、試料については幹の山側と谷側部位について

供試片を木取り， 同一齢階に属する容積密度数を平均しでもとめ

た。

2. 調査結果

2.1. 調査林分の概況

調査林分のうち，この報告に集計されたものは20府県にわたり，

合計 102 組のJI巴陪林分とその対照林分で， その概要は Table 1 の

とおりである。

施肥林分に用いられた肥料は，硫安，硝安の単独の使用，硫安と

過マンガン酸石灰，塩化カリ等のj昆用，市販名@2. 3 号，⑨ 1 号，

みとせ粒状， トモエ化成 2 号などであり，その使用量，施肥回数な

ども Table 1 にしめした。

2.2. 肥培木の外形的特徴
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Fig. 1 供試円板からの容積密度

数測定用試験片の木取り

Table 1 に示した JI巴iff林分とその対照林分で， その胸高直径の階層べつにえらばれた供試木の本数は

合計 102 本(優勢木19本，中庸木56本，劣勢木27本〉で，これらの外形的な特徴は Table2 にしめした。

ここで，平均校数は幹の樹冠着生部(樹高一枚下高〕における材長 1m当たりの枝の出現本数としても

とめたものである。この Table 2 にしめした各事項の測定値について .11巴培木とその対照木との比率 (1旭

硝木の測定値/対照木の測定値 X100 としてしめし，この比率を施IIE効率とした)をもとめ，この比率が

施肥によって供試木の外形にあらわれる変化をしめす尺度にあたるとかんがえ，供試木の外形的な特徴を

しめす事項ごとにこの比率の出現域をまとめて Table 3 にしめした。

これから，肥培木の外形的な特徴とみなされることは次のようである。

(1) 樹高については. 11巴情木がその対照木より大きいものは調査した 102 例のうち85例で約839話にあた

り，そのほとんどのものが，対照木の樹高を 100 とした相対値で 100~149 の範囲にあらわれてU、る。

(2) 枝下高については. 11巴用木がその対照木より大きし、ものは調査じた92例のうち52例で 57%にあたっ

ており，施肥による枝下向の変化はあきらかでない。

(3) 胸高直径と娘元直径については，肥培木がその対照木より大きくなっているものは調査した 102 の

うち，前者では92仔11. 後者では83例で，それぞれ90% と 819杉にあたっている。

(4) 供試木の樹高 Hh 胸高直径 D]，根元直径 D2 として，幹の完満度に関する指標として . H1/D1 お

よび Dl/D2 をもとめたが， この指標については， 肥培木がその対照木にくらべて大きくなる例は調査し

た102j?1Jのうち. Hl/Dl にっし、ては36例. Dl/D2 については61例で，それぞれ35% と 60%にあたっており，

Hl/Dl でしめした幹の完満度からみれば，肥培木が対照木にくらべて，やや柏殺になる傾向がみとめられて

いる。これは，肥培木では，樹高成長の増加よりも直径成長の増加がより顕著にあらわれている事例がお

おいことによるものであるが，また. Dl/D2 の比でしめした幹の完満度で、は. IIE培木が対照木より若干大

きく，胸高部位までの直径の落差については，肥培木のほうがやや小さくなる傾向をしめしてし、ることに

なる。
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, Table 1: 肥培林分と

名
、

県府 宮 城

ー.::"，

林分番号 AA1 AA2 AAs AA盛 BA1-1 

所 所 梨仙台市鍋茂庭字 登米中良郡登北米沢町 石後藤益市浜折31浜字 玉造郡字鳴亦子町 東力大山日本字郡上琴岩川丘町字
野田 16 日牛山 大L口這

鯨淵
a在 有者 沼田万四郎 佐藤八郎 岩城清之助 高橋友衛 藤弥惣i台

目巴 立 t世 S20。 N N W35. S80.W30。 S S E20 傾斜24.E50.N

頁岩埴土|基岩土壌型 凝灰岩 Bo 粘板岩 Bo 粘板岩 火山灰

植栽年度 1952. 5 '53. 4 '53. 4 '42 '52.10 

首 齢 3 3 3 3 3 
士音 、 下年刈 2 年年目まで

傾栽年翌年より撫ー i 育 下刈年 3 回 下年刈2 回3 ，年後目年まl で回 年下刈2 回5 ，年後目年ま1 で回 l 年手回，5 年固ま
で無入，6 目 4 問下刈
より l 回

立木本数 2880 3600 3040 2400 3200 

施 11巴年数 1952 1954 1954 1953 1952, 53, 54, 55 
木

施 )IE 回数 l 4 

使用した肥料 硫化安， 過石， 硫 安 トモエ化成2号 丸山 2 号
拘'" 庖カリ ，燐酸

施肥量 (総量〉 1.5g, 9.0g , 3.9g 68g 40g 180g 
1042g, 417g , 

11042g 

‘ J ・

林分番号 AB1 AB2 ABs AB4 
東太山字仮本B郡上調B琴告1~丘川1 周字丁

内}~ 所 在 梨仙台野市鍋茂田庭16字 登日米根郡中登北米沢町山 石巻牒市浜折浜字 玉大造口郡字鳴赤子透町
後 28

所 有 者・ 沼田万四郎 佐藤八郎 柏沢伊勢松 高橋友衛 加藤弥惣i台

立 t血 S20。 E29' S 70.W35。 S S E2。 E20.E傾斜27。

日召 基岩土壌型 凝灰岩 粘板岩 粘板岩BE 火山灰 頁岩埴土

植栽年度 1952. 5 '51. 4 1'53. 4 '42 '53.10 

苗 齢 3 3 3 3 3 

下刈 3 年年間年 植栽後2回5~忌6旬年] 下刈 6~16年 下}.IJ 1~3 年年 目
、木 撫 育 下刈年 3 回 2回，後 l 回 下刈 蔓 目まで年 l 回

3 回;'4~5' 呂
年 2 回

立木本数 2880 2750 2950 2420 3300 

;, 

(注〉 本表の肥料商品名の配合成分C%)は下記のとおりである。
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分
ヘ
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名

、

3

口

、
よ
ロ

\
商 ー P2Q5; 1¥20 

. (. "¥.. トモエ化成 2号 5 9 5 配合、肥 J、料 不"明

丸 山 Z号 5 3 3 ちから粒状ー 5 3 、 3 

丸 山 3 号 3 6 4 丸星化成 8 9 4 

4 くみあい化成
'., 

丸協配'合 7 7 I 5 9 5 7 

'丸、‘ 桑 I 号 5 " 2.2 1.5 粒状固形肥料 5 3 3 

a 入
みとせ粒状 6 5 2 

、ι 一、-
2恒一・、

, " 

p“, ' 
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対照林分の概況

f* 田 県

BA2-1 i3A2-2 BAs BA4-1 BA4-2 BA5 山本郡岩BA琴lllr丘字g町東大秋山臼市上北手秋田市上北手仙北郡西仙宿北 雄の宮勝郡字雄赤勝石町沢秋 雄勝宮郡字雄赤勝町秋 f~J北郡字協面和村字上 餓

常日藤弥惣治
小回字駒込小山田字駒込町大沢郷 の 石沢 荒川| 日

佐藤 武 佐藤 武 田村恭之助 富谷忠助 富谷忠助 進藤善三郎

E50'N傾斜24。 E2'N傾斜6・ E2'N傾斜6。 N70'傾W2斜7・ N53 0W傾斜22' N53 0W傾斜22。 S40'E 傾斜0。

頁岩Bo(町 泥岩，埴土 泥岩G型 泥岩BE 型|際岩，凝灰岩 重軽岩， 凝灰岩 硬質頁岩Bo

'52.10 '39.11 '39.11 '36. 5 '53.11 '53.11 '41. 11 

3 3 3 3 3 3 3 

植下刈栽後 4 年間 下除枝打刈伐年，間3伐回, 植栽後年問 3 年下目 下枝刈打3，枯枝 下刈年除 3 年後目ま 下刈年除 3 年後目ま 下刈除4，枯問枝枝
まで 3 回 で 2 伐回 l で 2 伐回 l 打，伐2
刈除伐枝打 回問 1 回 回閑 l 回 回

3200 2170 2170 1500 3000 3000 930 
‘ 

1952,'53,'54,'55 
1941 ,'43,' 49, 194l',6r0 43, 1938,'39,'40 1954,'55 1954,'55 1952,'56 
'60 '49, 

4 4 4 3 2 2 2 

糞硫灰安窒人素糞堆，尿肥l燐，鶏石駿 硫形安， 料粒状 硫安， 料粒状 硫安，過石 丸山 2 号 丸山 2号 研E 安回目巴 固形肥
, 

1042g , 417g , 
350g , 70g 350g , 70g 500g, 200g 150g 150g 120g 

1042g 

山本字鋪B郡上淵B琴岩2 丘川2 町 BB2-1 BB2-2 BBs BB盆-1 BB4-2 BB5 

秋田市上北手秋田市回上北手仙北郡沢西仙北雄勝郡字雄赤勝町秋 雄の勝宮郡字雄赤勝石町沢秋 仙荒北郡字協和村

大東加藤 弥惣字治 小山田字駒込小山字駒込町大郷宿 の宮 石沢 川面白

佐藤 武 佐藤 ，武 田村恭之助 富谷忠助 富谷忠助 進藤善三郎

E50~N傾斜26。 E30'N 傾斜11 。 E2"N傾6斜0 N6Ô'W傾26斜。 N53'W傾斜25。 N53'W傾斜25。 S40'E傾斜22。

頁岩 Bo(w) 泥岩，埴土 泥岩G型 泥岩BE 型 機岩，凝灰岩 機岩，凝灰岩 硬質頁岩Bo 型

'52.10 ノ39.11 '39.11 '35.11 '53.11 '53.11 '41.11 

3 3 3 3 3 3 3 

下刈~l~5年3 年目目年3 下刈 3 年除固ま 下刈，l3枝回年打，後目ま 下刈 3，枯枝 下でl 回年刈除23間回年，伐後目l年回ま 下で回年除刈2間3回伐年後目l年回まl 下打刈，除4，問枯伐枝2枝回回， 4~5f1'- gj fl'-2 で l回，後間 で年 除
l司 伐 間伐 枝打

3300 2100 2100 1500 3000 3000 1070 
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Table 1. (つづき〉

名県府 福 島 県

林分番号 DAl-2 DA1-g DA4-2 

要旗桑聖原D書A襲.啓警z次富要旗割聖原D書A書6啓4聖次書
FAg-1 

所在 字田村井郡戸大神越町 大田村宇郡井大戸越神町 辺白字河市桜大久保字関 鹿久沼字市彦大次字郎草
所有者 宗像正 宗像 正 矢内藤重郎 大貫西一

目白
立 土也 E 5 E350 E 5 E350 E20~380 NW5~100 NW5~100 537。

基岩土壌型 花崩閃緑岩 花崩閃緑岩 第三紀層砂岩火山岩層Bo 火山岩屑Bo 砂岩BD 型

植栽年度 '52. 4 '52. 4 '38. 5 '51. 4 '51. 4 ノ53. 4 

培 苗 歯h 3 3 3 3 3 3 

撫 育 下刈年 l 回 下刈年 l 回 下刈 7 回 下刈年 l 回 下刈年 l 回 下刈 l 回
間伐 2 回

立木本数 1000 1000 810 1220 1220 2510 

施肥年度 1954 1954 1938 1951 , '58 1951 , '58 1957 
木
施肥回数 l 2 2 

使用した肥料 硫塩化安，カ過リ石， 硫塩化安，カ過リ石， 硫安，過石 硫丸 安， 硫丸山 2 号安， 硫塩化安，過石，
山 2号 カリ

施肥量 〈総量〉 50g, 45g, 10g 50g, 45g , 10g 80g 37. 5g, 300g 37. 5g, 300g 40g , 30g, 10g 

林分番号 DBl-2 DB1-g DB4-2 

謀室高原旗議啓次 話量霊
FBg-1 

対 ?JT 在 町田村字郡井大戸越神 町田村字郡井大戸越神 白河市桜大字関 鹿久沼字彦市大次字郎草
辺字久保

所 有 者 宗像 正 宗像 正 矢内藤重郎 大貫西一

立 地
WNW  

WNW  E3~360 NW5~10。 NW5~10。 542。
30~35。

日召 基岩土壌型 花嗣閃緑岩 花尚閃緑岩 第三紀層際岩 火山岩B屑D-d 火山岩屑
砂岩BD 型BO-d 

植栽年度 '52. 4 ノ 52. 4 '38. 5 '51. 4 '51. 4 '53. 4 

苗 歯告 3 3 3 3 3 3 

木 撫 育 下刈年 l 回 下刈年 l 回 下問刈 7 回 下刈年 1 回 下刈年 l 回 下刈 l 回伐 2 田

立木本数 1140 1140 810 1430 1430 2260 



肥培スギの材質 〈加納・中)11) - 51 ー

栃 木 県

FAs-2 FAs-s FA• 1 FA4-2 FA4-S FA�-1 FA�-2 FAs-s 

鹿久沼字市彦大次字郎草 鹿久沼字彦市大次字郎幕 塩大谷字郡風塩見谷山村田 塩谷字郡風塩谷村大 見山田 塩谷字郡風塩谷村大 見山田 矢惇市倉掛 矢板市倉掛矢板市倉掛

大貫西ー 大賞西一 渡辺庄平 渡辺圧平 渡辺庄平 斉藤卯一 斉藤卯一 斉藤卯一

S37。 S370 S E29。 S E29。 S E290 E180 E18。 E18。

砂岩Bn 型 砂岩 Bn 型 火安山 山岩 火安山灰山Bn岩型 火安山 山岩 火山灰Bn 型 火山灰 火山灰
灰Bn 型 灰Bn 型 Bn 型 Bn 型

'53. 4 '53. 4 '54. 5 '54. 5 '54. 5 ノ 52. 4 '52. 4 '52. 4 

3 3 3 3 3 2 2 2 

下刈 l 回 下刈 1 回 下刈年 l 回 下刈年 l 回 下刈年 l 回 '60，枝打 '60，枝打 '60，枝打

2510 2510 1530 1530 1530 2840 2840 2840 

1957 1957 1955 1955 1955 1953,'54,'55 1953, '54, 19.53, '54, 
,55 '55 

l 1 l l 3 3 3 

硫安i盆fヒ過ヵ燐リ酸， 硫安極化，過カi燐リ酸， 丸山 3 号 丸山 3 号 丸山 3 号 丸山3い号化，く
みあ 成

丸山3い号化，く
みあ 成

丸山3し号、化，く
みあ 成

40g , 30g , 10g 40g , 30g , 10g 120g 120g 120g 45g , 80g 45g , 80g 45g, 80g 

FBs-2 FBs-a FB4-1 FB坐-2 FB4-3 FB�-1 FB�-z FB�-s 

鹿久沼字市彦大次字郎草 鹿久沼字彦市大次字郎草 塩谷字郡風塩谷村大 見山田 塩谷字郡風塩谷村大 見山岡 塩谷字郡風塩谷村大 見山田 矢板市倉掛 矢板市倉樹矢板市倉掛

大貫西ー 大賞西一 大島一位 大島一位 大島一位 斉藤卯一 斉藤卯一 斉藤卯一

S420 S42。 S E S370 SE S37。 SE S3r EN190 EN19。 EN19。

砂岩Bn 型 砂岩 Bn 型 火安山岩山Bn岩型 火安山岩山Bn岩型 火安山岩山Bn岩型 *LlJ灰 Bn 型 火山B灰D 型 火山B灰D 型
'53. 4 '53. 4 '53. 5 '53. 5 '53. 5 '51. 4 '52. 4 '52. 4 

3 3 3 3 3 2 2 2 

下刈 l 回 下刈 l 回 下刈 1 回 下刈 l 回 下刈 l 回 下枝打刈 4 回 下メ1j 4 回 下刈 4 回
l 回 枝打 1 回 枝打 l 回

2260 2260 1450 1450 1450 2900 2900 2900 
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Table 1. (つづき〉

l 府県名| 群 馬

所-

所有

GA1-1 1 GAl-2 1 GA1-S GA2-2 1 GAg_s 

在|吾妻郡東村 I 吾妻郡東村 |吾妻郡東村 |利根郡月夜野|利根郡月夜野
1 五町阻 |五町田 , 1 五町田 |町下津 I 町下津

者|佐藤鴨三|佐藤鴨三|佐藤鴨三|高橋誠志|高橋誠志

林分番号

目巴
立地 I ESE 24" ESE 21" ESE 15" I N50"E27 。

基岩土壌型|火山灰砂 Blo 1 火山灰砂 ßlo 1 火山灰砂町0 1 1石英安山id〉
植栽年度 1 '52. 5 '52.5 1 '52.5 1 '53. 4 

N50" E27。

石英安山岩
BO(d) 

'53.4 

塙|苗

撫

齢 131313 313  

育|下刈 7 年間年|下刈 7 年間年|下刈 7 年間年|下刈5年間年~I 下刈 5 年間年
12回，後年l回 12回，後年l回 12回，後年l 回|回，'60枝打1固い回，'60枝打l 回

立木本数 2200 2200 2200 2910 2910 

施肥年度 I '53, '55 
木 1 1 
施肥回数 1 2 

使用した肥料|丸桑 1 号

'53, '55 '53, '55 '53, '54 '53, '54 

施脂量(総量〕

2 

丸桑 l 号

320g 

2 2 1 2 

320g 

丸桑 1 号

320g 

硫安，過石|硫安，過石

79g , 40g I 79g , 40g 

林分番

所

所有

号 I GB1-1 I GBl-2 I GB1-S GB2-2 I GB2-3 

在|吾妻君陳村五|吾妻郡東村五|吾妻郡東村五|利根郡月夜野|利根郡月夜野
|町田 |町田 |町田 |町下津 |町下津

者|佐藤鴨三|佐藤鴨三|佐藤鴨三|高橋誠志|高橋誠志
対

立地 1 E 18" 1 E 16' l' E 18' 1 N40"E30・

照|基岩土壌型|火山灰砂 Blo 1 火山灰砂 Blo 1 火山灰砂 Blo 1 石英安官。〉
植栽年度 I '52. 5 I '52. 5 I '52, '5 I '53. 4 

N50"E27。

石英安山岩
Bo (d) 

'53.4 

苗
撫木

齢 13 3131313  

者|下刈 7 年間年|下メ1]7年間年|下刈 7 年間年|下刈 5 年間年|下刈 5 年間年
同 12 回，後年l 回 12 回，後年1 回 1 2回，後年l 固い回，後 '59年l回 11回，後'59年l回

立木本数 2020 2020 2020 3600 3600 



肥培スギの材質 4 (加納・中)11) ー 53 出

, , 
k' 

県 2 ・ t奇 玉 県‘|

GA• 2 GA,• s GAS-1 GA5-2 HA2 

秩大畝父字H郡岩A高岡S上字町中 新入大町間字罰回H郡上仲i名名t太-栗栗郎村字f鍔利村根生郡枝白?沢 ー利村根生郡校白沢 時群有林聖馬書県量 甘町楽大郡字妙菅原義 児玉郡美月里村大字大

中村 勝. 中村 勝 群馬県有林 上回千代治 雨宮r 啓作

N30~Wi200 珂30 0 W20。 S800W 220 S700W 20. NE30。 WSW  390 SW  35 。 W420 

火火山山際灰砂唱10 火火山山車灰業砂li'Þ B1D 輝石安山岩輝石安山岩 変絹成雲岩母片岩 変絹成雲岩母ー片岩 古生層秩父系 泥岩 BO(d)
チャート

'52.4 : '52.4 '54.4 '54.4 '56.4 '55.4 ‘ .' '55.:4 句3.4

3Z〉1削0j E 
3 3 3 3 2 2 2 

下 6 ま 下でl 刈年回全l6I目年刈, 後f'ì 年ま 下刈 6 年目ま 下刈 3 年後回 目ま 下で枝2打i回11 6l, 年後回 l目回ま, 下メIJ 6 年後 固までl 刈年回全.1 年 下刈 8 回 下メIJ8 回 で年 1・回， 30 で 2 回 l 回 で 2 回 l 回
cm まで枝打 枝打 l 枝打 l 回

25 i 2510 1340 1340 3910 3470 3190 3240 

1953 , 1953 1954 1954 1958 1956 1956 1954 

1 l 1 1 l 1 l l 

丸桑 l 号 丸桑 l 号 みとせ粒状 みとせ粒状 硫 安 硫 安 丸山 2 号 石e灰窒素

104g 87.8g 200g 200g 112.5g 30g 75g~150g ',,67g 

GBμ2' :' GB4~8 . GBS-1 1 GB5-2 , HB2 

祭畝岡宮器竹次却郎
HB4i 

秩町字荻父大新原H郡学井B小伊馬高e鹿豆草徳野沢沢利生根校郡白沢村利生根枝郡白沢村町甘楽大郡字妙菅原義甘町楽大郡字妙菅原義児玉郡美月里村 入間字郡上名名栗栗村字大字大 新大水野田辰吉外 2中村 勝 中村 , }勝 群馬県有利群馬県有林 上回千代治

N450W 60 1 N260W 3。 S W330 1 WSW35。

火火山山際灰砂::Eì lo 火火山山際灰紗 BIL' 古生層秩父 泥 岩
チャー卜

'52.4 ・ '52.4 '56.4 {55. 4 '52. 4 I ;'.'53. 4 

下刈 6a年後年目ま 下待6 刈年1 a 年 1 凶
312  2 I 2 

c下でm刈年ま6lで年回枝目，打3ま0 下まメでlj23回年，後目 下刈 4 年後回l目回ま， 下刈 3 年後国l目回ま, 
で全全メIH~6f.. l ・ 回目まで刈 で枝2打回l， で枝2打回1, 
回メIJ 全 l 回

2840 I 2840 、 ..4140 :3610 2660 I ,3240 
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Tabl巴1. (つづき〉

|府県名| 新 i烏 県 岐 阜

林分番号 1 A1 1 A4 MA1-2 MA3-1 MAs-2 

FJT 在 塔岩船の郡下山北村 高中原頚城町郡妙高 郡上郡奥明方 郡上郡八幡町 郡上郡八幡町
兼俣 村寒7.k 野々倉ソヨゴ 聖T々倉ソヨゴ

所 有 者 本間文入 山崎英児 手口 問 y包 坂本勇治 坂本勇治
nE 

立 士血 ES 平坦地 NW20~25。 S E 20。 NW25' NW25。

基岩土壌型 変朽安山岩 Bn 火山岩類 Bln 安山岩 Bln 粘板岩 Bn 粘板岩 BD

植栽年度 '49.12 '50.12 '51. 5 '53.3 '53.3 

培 首 齢 3 3 2 5 (山引苗〉 4 (山引苗〉

下刈 2 年，後目年まl 下す刈T 7 回 下打刈 7 回撫 育 で 2 回 下刈，枝打 下メIJ 6 回
回，枝打 l 回

枝 1 回 枝 l 回

立木本数 3100 3000 3000 1800 1800 

施肥年度
1950, '51 

1951 1951 , '52 1953~/60 1953~/60 

木
1952, '53 

施肥回数 4 1 2 8 8 

使用した肥料 硫JiiX1 ヒ安カ，過リ 石， 硫 安 硫安， j!l!J.石 硫 安 硫 安

施肥量(総量〉
123g , 103g , 

10g 38g , 47g 38g 38g 
90g 

林分番号 1 B1 1 B4 MB1-2 MBs-1 MB3-2 

所 在 岩塔船の郡下山北村 高中原頚城町兼郡妙俣高 郡上郡奥明方 郡上郡八幡町 郡上郡八幡町

対
村案水 野々倉ソヨゴ 野々倉ソヨゴ

所有 者 本間文八 山崎英児 和田 起 坂本勇治 坂本勇治

立 t也 ES平坦地 NW20~25。 N 200 NW350 NW350 

!!現 基岩土壌型 変朽安山岩Bn 火山岩類 Bln 安山岩 Bln 片岩粘板岩 片岩粘板名

植栽年度 '49.12 '52. 11 '51. 5 '53. 3 '53. 3 

→回• 歯告 3 3 2 4 (山引苗〕 4 (山引苗〉
木 下年刈 3 年後 l目回ま， で

撫 育 2回，枝 下刈，枝打 下刈 6 回 下刈 7 回 下刈 7 回
打 l 回

立木本数 3100 3000 3540 1800 1800 



県

MA3-3 MA4-1 

郡上郡八幡町|郡上郡八幡町
野々倉ツヨゴ|野々倉立岩

坂本勇治 1:坂本勇治

NW  25 。

粘板岩 Bo

ノ53.3

5 (山引苗〕

下刈 7 回
枝打 l 回

1800 

1953~'60 

8 

NE  30。

粘板岩 BD

'53.3 

5 (山引苗〉

下刈 6 回
枝打 1 回

1300 

1953~'57 

5 

肥培スギの材質 (加納・中)11)

MA• 2 

郡上郡八幡町
野々倉立岩

坂本勇治

NE 30。

粘板岩 Bo

'53.3 

5 (山引苗〕

下メIj 6 回
枝打 l 回

1300 

1953~'57 

5 

員事

N A1-1 

天竜市伊砂小
金石

伊藤行保

535 0 W12。

結晶変岩 Bo

'38.4 

3 

下刈 15 回
間伐 4 回

1000 

1938 

岡

N A2-1 

榛原郡中川根村
下泉郷セド山

竹中節夫

N540W40。

頁岩 BO(d)

'54.4 

3 

下刈年 l 回

1430 

1956 

--55 ~ 

県

N A�-2 

静岡市足久保
タマノタボ

佐藤淳司

5600W25。

粘板岩

'48. 春

2500 

1949 

硫 安|硫 安|硫 安|配合肥料|硫 安|硫 安

38g 38g 

MBs-s I M B4-1 

郡上郡八幡町|郡上郡八幡町
野々倉ツヨゴ|野々倉立岩
坂本勇治 1:坂本勇治

NW350 

片岩，粘板岩

'53. 3 

4 (山引首〕

下刈 7 回

1800 

NE  25。

粘板岩BD 型

'52. 3 

5 (山引苗)

下刈 10 回

1330 

38g 

M B4-2 

郡上郡八幡町
野々倉立石

坂本勇治

NE 250 

粘板岩 Bo 塑

'52. 3 

5 (山引苗)

下刈 10 回

1330 

40g 

NB1-1 

天竜市シシグボ

伊藤行保

W150 521 。

結品変岩 Bo

'39. 4 

3 

下刈 15 回
伐問 4 回

920 

3Jg 

NB2-1 

榛原郡中川根
村下泉倉沢

竹中節夫

5600W42。

頁岩 Bo (d) 

'54. 4 

3 

下刈 l 回

1430 

40g 

NBs-2 

静岡市足久保
タマノグボ

佐藤淳司

WO 28。

粘板岩

'48. 4 

下刈 2 回

2500 
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Table 1. (つづき〕

府県名 愛 生日
ー
、utpf 

京都府

林分番号 I OA3-2 I OA4-1 I OAH OA4-3 I OA5-2 I PAl-3 

所 在|再建諮問|暇耕雲来|喜美耕雲来|富美耕雲来|寄贈轄栄|富市市字菟道i
肥|所 有 者!田中喜一|黒谷勇雄|黒谷勇雄|黒谷勇雄|柳沢幸一|藤井源蔵|
立地 I S800 E2_50 I N700 WlOo I N700 WI00 I N700 WI00 I NW25-38・ I NW18-220 I 

基岩土壌型|点差話品流紋岩 Bo I 流紋岩Bo I 流紋岩Bo I 凝灰岩BDlE反岩 S/. I 

植栽年度 I '55. 春 ，見 3 I は '3 I '53. 3 I '50. 3 I '弘 3 i 

培|苗 齢 222224|
下 4 目ま

撫 育 下年刈 5臼Bより 下毎刈年， 植栽後下刊刊刊メ戸刈年|リ阿l 年 回
l 回 l 回 で l 回山 で l 打 l 回

立木本数 1760 1330 1330 1300 1630 4000 

施肥年度
1955, '56, '53, '54 '53, '54 '53, '54 '51 , '52 1957 

木|
'57 '53, '54 

施肥回数 3 2 2 2 4 

使用した肥料 硫安，過石， 硫粒安状固形肥料粒硫安状図形肥料粒硫安状図形肥料 硫安，堆肥 百自 安堆肥

施肥量(総量〉 72&fog, 約 30g 約 30g 約 30g 約60g ， 100g 75g 
35g 35g 35g 

林分番号 OB3-2 I OB4-1 I OB4-2 I OB• 8 OB5-2 PB弘1ト-

所 在|同西加茂郡藤岡同|陣南設楽郡鳳来|陣南設警君郡目隅鳳来利|同南設楽郡鳳来剰|北設楽郡東栄剖|字i治台市字菟
|村大字石畳 |町大字門谷 |町大字門谷 |町大字門谷 |町大字下回 |道阪)11

所 有 者|田中喜一|丸山喜兵衛|丸山喜兵衛|丸山喜兵衛|盛岡重治|藤井源蔵
対

立 地 N800 E2・ S300 WI0。 S300 WI0。 S300 WI0 NW  12 。 SW35-40。

照|基岩土壌型 黒片雲麻母岩花系働B岩D 流紋岩 Bo 流紋岩 Bo 流紋岩 Bo 凝灰岩 Bo 粘板岩 S/.
Bo 

植栽年度 '55. 春 '54. 3 '54. 3 '54. 3 '49. 3 '54. 3 

→回4・ 歯告 2 3 3 3 2 4 
木| '53より 下刈毎年，植l 栽回後 下毎刈年，植l 栽回後 下毎刈年，植l 栽回後下毎刈年，植l 栽回後撫 育 下刈年 l 回 下刈年 1 回

立木本数 1930 1570 1570 1570 1580 3250 



肥培スギの材質 (加納・中)11) - 57 ー

烏 取 県 島 4艮 県

QA1-1 I QAH I QA5-1 I QA5-a I RAa-a RAs-1 RAs-2 I RAs-s 

議郡鵬町|主要郡脚町|醐溝ロ|調講同1:塁ZTIPiiiifipiiiiflfiiilf
長谷川富二|長谷川富二|井桁友一郎井桁友一郎|原儀左右エ門|岡本俊光|岡本俊光|岡本俊光

S30~35。 S 15 。 ES 5 。 E 50 NE20。 W 250 W 25 ・ W 25。

古生層BO(d)
古生層Bo型 花儲岩 花尚岩 頁岩，凝Bo灰岩 玄武岩， 玄武岩， 玄武岩，

型 Bo型 Bo型 粘土 粘土 Bo 粘土 Bo 粘土 Bo

'43.11 '43.11 '50. 3 '50. 3 '55. 3 '56. 3 '56. 3 '56. 3 

3 3 3 3 3 2 2 2 

下刈12回 下枝刈 12回 下刈 8 回 下刈 8 回 下刈 '60まで下でl回年刈， 2 年固ま 下刈 2 年目ま 下刈 2 年固ま

年 1 回，補植， 32消0回8毒0あ1 と で 2 回消毒あと l で 2 消回あと 1枝打 1回 打 l回 枝打 l 回 枝打 1 回
枝打 l 回 回 回， m:jij; 1 回 回，毎 l 回

2140 2140 1750 1750 4580 3080 3080 

1954 1954 
1949, '50, 1949, '50, 

'56. '57 1957 1957 1957 
'51 '51 

3 3 2 

丸山 2 号 丸山 2 号 硫 安 硫 安
硫安，過石，塩化カ

硫 安 硫 安 硫 安リ，ちから魁状

75~120g 75~120g 90g 90g 33.75 g， 37.切 g， 約 50g 約 50g 約 50g
3. 75g,60 g 

QB1-1 QBト2 I QBト1 I QBト2 I RB2-2 I ~ RBs-l. . I . RB3-2. . I . RBs-3 
l>t i�iS:&lt4:al5iSlU�l D ~3:H1~ � I D 1R:BiC~ � I イ浜田市大学後|浜岡市大学後|浜田市大学後八頭郡用瀬町|八頭郡智頭町|日野郡溝口|日野郡溝口|平岡市野石合|野隠居セドョ|野隠居セドョ|野隠居セドヨ

江波 |江波 |町福岡 |町福岡 |町字丸塚 |リ東高手道下|リ東高手道下|リ東高手道下
長谷川富二|長谷川富二 l須村定義|須村定義|山口金三郎|岡本俊光|岡本俊光|岡本俊光

S30~350 S 15 。 NE5~10。 NE5~1O。 NE30。 W 250 W 25・ W 250 

古生層BO(d)
古生屠BB 型 花型尚岩Bo 花型嵐岩Bo 頁岩粘，土凝灰B岩D , 玄粘 武岩 玄武岩， 玄武岩，

型 土 Bo 粘土 BD 粘土 BD

'43.11 '43.11 '50. 3 '50. 3 '55. 3 '56. 3 '56. 3 '56. 3 

3 3 3 3 3 2 2 2 

下打刈12回 下枝打刈12回 下回刈，枝隔打年l回l 
下刈隔年 l

下刈年 2 回 下刈年 1 回 下刈年 1 回 下刈年 l 回枝 l回 l回 回，枝打l回

1940 1940 1740 1740 3820 3000 3000 3000 
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Table 1. (つづき〕

同県名| jli'iJ 

林分番号 SA1-1 SAl-2 SA2-2 SA2-3 SA8-1 

所 在 若真庭代郡古勝宝山田町 若真庭代郡古勝宝山田町 苫字土田生郡奥津町 苫土生閏郡奥津町 新内見市上市谷
所 有 者 勝山町有林 勝山町有林 大鎌 売 大鎌 亮 真壁富太郎

肥
:lL 地 N 38 。 N 380 NW  24。 NW  240 W 35。

基岩土壌型 粘板岩 粘板岩 砂岩，粘板岩 砂岩，粘板岩 石英斑岩

植栽年度 '53.12 '53.12 '43. 2 '43. 2 '47. 3 

培 苗 齢 3 3 2 2 2 

下間回年刈'60植2回-行栽，後な後わ3年年ずl 下間回年刈'6値20回司栽行，後な後わ3年年ずl 下年刈間植実栽施後 6 下年刈間植実施栽後 6 下刈5，年植間実伐栽施後l, 4 撫 育 ~枝
まT 回

立木本数 2400 2400 1280 1280 2440 

施肥年度 1953 1953 '46, '47 '46. '47 1948 
木
施肥田三数 l 2 2 l 

使用した肥料 硫安，過燐酸 硫安， ]邑燐酸 過燐自費 過燐酸 硫 安

.1ii!ï肥量〈総量〉 40g , 60g 40g , 60g 160g 160g 70g 

林分番号 SB1-1 SBl-2 SB2-2 SB2-8 SB3-1 

所 在 若真庭代郡古勝宝山田町 若真庭代郡古勝宝山田町 苫田郡奥津町 土苫生同郡奥津町 新内見市上市谷
対

土生

所 有 者 家元 索 家元 索 大鎌 亮 大鎌 亮 真壁富太郎

立 士也 N 330 N 330 NW  26。 NW  260 W 33。

日召 基岩土壌型 粘板岩 古生層 BD(d) 砂岩，粘板岩 砂岩，粘板岩 石英斑岩

植栽年度 '59.12 '49.12 '42. 2 '42. 2 '47. 3 

苗 齢 3 3 2 2 2 
木 下刈年間1~2国 下刈年年間1~2回

撫 育 31 年回 , 枝打 3 枝打 l 下刈 3 年実施 下メIJ 3 年実施 下刈 4~5 回
.回

立木本数 1790 1840 2420 2420 1060 



ßE培スギの材質 (加納・中JII) - 59 一

山 県

SAS-2 SAs-s SA• 1 SA4-2 

i池i田種直融市
SAS-1 SAS-2 

新見市上市谷 新内見市上市谷 真庭郡勝中山町塔古真庭郡勝山町古 苫田郡奥津 苫回郡奥津
内 日々尾大 呂々尾中大塔 町細田 町細田

真壁富太郎 真壁富太郎 池田直市 池田直市 光永琢磨 光永琢磨

W 35。 W 35 。 SW  31 ・ SW  31 。 SW  31 。 NE  180 NE  180 

石英斑岩 石英斑岩 花尚斑岩 花働斑岩 花儲斑岩 花尚岩 Bo型 花働岩 Bo型

'47. 3 '47. 3 '50. 4 '50. 4 '50. 4 '51. 10 '51. 10 

2 2 2 2 2 3 3 

下実問メIJ4~5 年 下刈 4~5 年回, つる切り つる切り つる切り
施伐 1 枝回打， 枝打，間伐l 下刈り 2 回 下刈り 2 回 下刈り 2 回 下刈 6 回 下刈 6 回

2440 2440 1740 1740 1740 1280 1280 

1948 1948 '51 , '53 '51 , '53 '51 , '53 1952 1952 

l l 2 2 2 1 

1m 安 硫 安 硫 安 硫 安 硫 安 硫 安

70g 70g 116g 116g 116g 38g 38g 

SBg-2 SBg-8 

喜真勝庭呂山S郡B々町勝尾a有z山中休町大 真古塔勝庭呂山S郡B々町勝尾‘有2山中林町大 喜翼勝庭呂山S郡B々町尾e勝有a山中林町大
SBS-1 SB5-2 

新内見市上市谷 新内見布上市谷 苫町細田郡田奥津 苫田郡奥津
町細田

真壁富太郎 真壁富太郎 光永琢磨 光永琢磨

W 330 W 330 W 320 W 320 W 320 NE  14。 NE  140 

-
石英斑岩 石英斑岩 花備斑岩 花儲斑岩 花尚斑岩 花働岩Bo型 花儲岩Bo型

'47. 3 '47. 3 '48. 2 '48. 2 '48. 2 '52.10 '52.10 

2 2 2 2 2 3 3 

下刈 4~5 回 下刈 4~5 回 下刈 2 回 下刈 2 回 下刈 2 回 下刈 6 回 下刈 6 回

1060 1060 2080 2080 2080 1130 1130 



- 60 ー 林業試験場研究報告第 162 号

Table 1. くつづき〉

名同
匹
川

府
「l
l
l

広 ，島

林分番号 TAl-2 TA2-1 TA2-2 TAa-1 TAa-2 TA4-1 

f1!�' 在 比町森婆郡脇比和 佐町伯虫郡佐伯 佐町伯虫所郡佐山伯 比町森婆郡東J成 比町森婆郡東城 高代町田郡宮迫八千
F庁l[j

所 有 者 毛利敏夫 清水 f吾 清水 悟川上 j青 川上 ?青 丸本幹郎
nE 

立 地 SW12。 W360 W36。 NE120 NE12。 NW350 

基岩土壌型 火山灰土 緑色B変O(岩d) 緑色B変O(岩d) 火山灰B土 火山灰B土 石英斑岩BB 
Blo 10 10 

植栽年度 '54. 3 '52.11 '52.11 '56. 4 '56. 4 '56. 3 

培 苗 齢 3 3 3 3 3 3 

撫 育 毎持年出下す刈し 採草持出し 採草持出し 持毎年出下さ刈ず し 持毎年出下さ刈ず し 毎年出下さ刈ず し
立木本数 4040 1280 1280 2650 2650 2700 

施肥年度 1954 1955 1955 1956 1956 1956 
木
施肥回数 1 l l l l 

使用した肥料 丸星化成 丸山 2 号 丸山 2号 丸山 2 号 丸山 2 号 硫塩安化，カ過リ石

施IIE量〈総量〉 1959 180g 180g 150g 150g 43g , 38g , 9g 

林分番号 TBl-2 TB2-1 TB2-2 TBa-1 TBa-2 TB十1

対 所 在 比町婆森郡協比和 佐町伯虫郡佐伯 佐町伯虫郡佐伯 町比森婆郡東城 町比森婆郡東城 高代町田宮郡迫八千
f1!�'L1J 所山

所 有 者 富田実三郎 清水 1苔 1青水 '悟 柳生陸三 柳生陸三 丸本幹郎

立 地 NE13。 W36。 W36。 NE120 NE120 NW350 

日召 基岩土壌型 火山灰土 緑色B変O(岩d) 緑色B変O(岩d) 火山灰B土 火山灰B土 石芙斑岩Blo 10 10 

植栽年度 '54. 3 '52.11 '52.11 '56. 4 '56. 4 '56. 3 

首 齢 3 3 3 3 3 3 

持毎年出下す刈し 下出刈採草持と 下刈採草持と 下刈採草持と 毎ち年出下さ刈ず持木 撫育 採草持出し したこ 出したこ 出したこ
もあり もあり もあり

立木本数 3920 2230 2230 2420 



肥壌スギの材質 〈加納・中)11) - 61 ー

県 山 口 県

T A4-2 TAs-1 TAs-2 高代岡TA郡馬s八-3千峠 I下松字U市栗A大1-2字下 阿村武UA郡m川上 I 阿村武字UA郡H川上 UA3-3 

高代町田郡宮迫八千 高代町田郡馬上八千峠 高代田郡馬八千 阿村武字郡大川i谷」町上峠 町上谷ノ木 字大浴 大浴

丸木幹郎 丸木幹郎 丸本幹郎 丸木幹郎 堀川 章3 梶山昇助 梶山昇助 梶山昇耳

NW35。 SW250 SW25。 SW250 NW34。 NE36。 NE36。 NE360 

石英斑B岩B 
石B英D(斑d)岩 石英B斑D(岩d) 石英B斑D(岩d) 埴黒色片岩 埴古壌生層硬砂岩埴古壌生層硬砂岩埴古生層硬砂

土 BD 土B iJ 土 BD 壌土BD

'56. 3 '56. 3 '56. 3 '56. 3 '54. 2 '52. 3 '52. 3 '52. 3 

3 3 3 3 2 2 2 2 

毎持年出下さ刈ず し 持毎年出下さず刈し 持毎年下刈し 持毎年出下さず刈し 毎年下刈つ 下刈 6 回つ 下刈 8 回つ 下メIJ 8 困て
出さず る匂j り 2 回 る切り 2 回 る切り 2 回 る切り 2 [l'

2700 2940 2940 2940 1380 2380 2380 2380 • 
1956 1956 1956 1956 '54. '55 1953 1953 1953 

l 2 1 1 

硫J盆化安， 1邑石， 硫塩化安，カ過リ石， 硫安， 1昆石， 硫安，~石， 丸協配合肥料 丸山 2 号 丸山 2 号 丸山 2 号カリ 塩化カリ 塩化カリ

43g ,38g ,9g:43g ,38g ,9g 43g ,38g ,9g 43g ,38g ,9g 80g 45g 45g 45g 

TB• z TBs-1 TBs-2 TBs-3 UBl-2 UB3-1 UB3-2 UB3-3 

高代町田郡宮迫八千高間郡馬八千 高田郡八千 高代田郡馬八千 下松市大字下 阿武字郡川上 阿武郡川上 阿武字郡川」代町上峠 代町馬上峠 町上峠 谷字栗ノ木 村大浴 村字大浴 村大浴

丸木幹郎 丸本幹郎 丸木幹部 丸本幹郎 三好忠治 梶山昇助 梶山昇助 提山昇耳

NW35。 SW25。 SW25。 SW250 NW32。 NE380 NE380 NE38。

石英斑B岩 石英斑岩 石英B斑D(岩d) 石英B斑D(岩d) 黒色片B岩 埴古壌生層土硬B砂D 岩埴古壌生層硬砂岩 埴古壌生層硬砂
B : BD(d) 埴土 D 土 BD 土BD

'56. 3 '56. 3 '56. 3 '56. 3 '53. 3 '52. 3 '52. 3 '52. 3 

3 3 3 3 2 2 2 2 

毎ち年出下さ刈ず持 持毎年出下さず刈 持毎年出下さず刈 持毎年出下さ刈ず 毎年下刈つ 下刈 8 回 下刈 B 回 下刈 8 回
る切り 1 回

2420 2860 2860 2860 1420 2020 2020 2020 

岩
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Table 1. (つづき〉

日*名| 愛 媛 県 高 知

林分番号 VA2-1 VA8-1 VA4-1 上浮大のV前穴字A郡菅̂-久生z 万字
WA2-2 

所 在
八幡浜市川|之 八幡浜市川之 大喜多谷郡肱川町 字香美頓郡定物部村 I
内 内 宮戒町 里子 元範)if[ 有 者 上甲忠義 上甲繁雄 山本繁太郎 公文 茂

月巴
立 地 NE24。 NE28。 NE23。 N35 0W34。 NW28。

基岩土壌型 輝砂緑岩凝灰B岩D 砂輝緑岩凝灰B岩D 輝砂緑岩凝灰B岩D 結晶片岩 砂B岩D~BE Bo 型

植栽年度 '49. 3 '49. 3 '48. 3 '52. 4 '53. 3 

培 →回• 齢 l 2 2 2 2 

撫 育 下メIJ 6 回 下刈 3 回 下刈 3 回 下枝刈打 41 回回 下枝打刈 51 回回
枝打 l 回

立木本数 2920 3330 3000 3000 2110 

• 
施肥年度 1949 1950 '48, '49, '50 1954 1953~58 

木
施肥回数 l 3 l 6 

使用した肥料 硫安N21% 硫安N2l% 配合3〉(N6, P4, 
K 硫安 硫 安 厩肥蚕糞

施肥量 (総量) 37.5g 37.5g 136g 20g 20000g 

林分番号 VB2-1 VBa-1 VB4-1 上浮大のV前穴字B菅i生t 久万 WB2-1 

対 所 在ー
八幡浜市川|之 八幡浜市川之 喜大多谷郡肱川町 香字美頓郡定物部村内 内 宮町戒野 元字範所 有 者 上甲忠義 上甲繁雄 和気茂貴 公文武重

与lLー 地 NE240 NE28。 |NE21 。 N340W34。 NE320 

日現 基岩土壌型 輝砂緑岩凝灰B岩D 輝岩緑凝B灰D 砂 砂岩 Bo 結晶-片B岩D型 砂岩
Bo~BE 

植栽年度 '49. 3 '49. 3 '48. 3 '52. 4 ノ 53. 3 

首 齢 2 2 2 2 2 

木 撫 育 下刈14回 下刈 7 回 下刈 7 回 下枝刈 6 回 下刈 5 回
打 l 回 枝打 l 回

立木本数 2800 3330 3600 3000 2480 



肥培スギの材質 (加納・中)11) - 63 ー

県 長 自奇 県 鹿 児 島 県

W AS-l 1 Y A1-1 1 Y A2-2 1 ZA2-1 1 ZA2-S 1 ZAa-1 1 ZAs-s 

長岡郡大豊|北松浦郡吉井|東彼杵郡波佐|大口市淵辺|大口市淵辺 1 姶良郡栗野町|姶良郡栗野町
村川|口 |町梶木場免 |見金屋郷下部|大迫 |大迫 |米永山下 |米永山下

徳弘徳重|七種重一郎|松本金吾|永富直彦|永富直彦|益田辰之助 1 益田辰之助

NE250 

結品片岩
BD-C 

'56. 3 

2 

下刈毎年 3 回

SE 

砂岩 BD 

'55. 4 

2 

下刈 6 回

2250 1 7170 

1957~'59 1 1955~'56 

3 1 2 

NW200 

安山岩
火山岩BD

'37. 4 

2 

間伐 l 回
枝打 l 回

3150 

1954, '56 

2 

NNW300 1 NNW270 1 NNE24。

輝石安山岩|輝石安山岩|輝石安山岩
BD BD 1 1/ 玄武岩 BD

'48. 3 

下メ1] 10回
つる切枝打

'49. 3 

下刈 10回

2170 1 2170 

1950, '52 1 1950, '52 

2 1 2 

'46. 3 

1310 

1946, '59 

2 

NNE210 

輝石安山岩
H玄武岩BD

'46. 3 

1310 

1946, '59 

2 

硫安|硫 安|石灰窒素|硫 安|硫 安 硫安|硫安過燐酸石灰 | 過燐酸石灰

215g 80g 560g 156g 156g 65g , 90g 65g ,90g 

WB5-1 I YB1-1 YB2-2 I ZB2-1 ZB2-S I ZBa-1 I ZBs-a 

長岡郡大豊|北松浦郡吉井|東彼杵郡波佐|大口市平1:1:'， I 大口市平出|姶良郡栗野町|姶良郡栗野町
村川口 |町上直谷免 |見金屋郷下部|水山の口 |水山の口 |米永瀬牟田 |米永瀬牟田

徳51， '1符吾|稲田友一|田添武一郎|山田圭助|山田圭助|上窪清二|上窪清二

NE350 

結晶片先
BD 

'54. 3 

2 

下刈 10回

2460 

W 

安山岩BD

'52. 3 

2 

下刈 l 回

7630 

NW200 1 NNE260 1 NNE 180 1 NE260 

安山岩火山灰|蹄石安山宕|輝石安山岩| 輝石安山岩
BD BD 1 BD I 灰砂 BD 

'43. 4 '43. 3 '43. 3 '45. 3 

2 

下刈 下刈
下刈，つる|下刈，つる
切，間伐 |切，間伐

4770 2300 2300 860 

NE260 

輝石安山岩
灰砂 BD 

'45. 3 

下刈

860 



肥培木と対照木の外形的指標の比較Table 

0・
$‘ 

業
柚
祢
判
外
相
滞
社
湖
沼
哨
間
話
時

瀦
H
a
N
h叩

県

林 分 番 ?口王 AAl A A2 AAa AA坐 BAl BAl BA2 BA2 BAa BA4-1 BA.o.2 BA5 DAl-2 DA1-a DA.-2 DAs-l! DA�-2 

供試木の直径階 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 大 中

目E 樹 齢 12 11 11 22 12 12 25 25 28 11 11 23 12 12 26 13 13 

桔f 高 Hl(cm) 780 570 840 950 760 663 1, 230 1, 0JO 1, 510 390 350 1, 250 415 370 1, 679 698 644 

枝下高 H2(cm) 120 70 140 330 15 42 170 245 540 24 20 330 '135 100 700 92 111 

胸高直筏 Dl(cm) 10.5 7.0 11. 5 19.0 12.8 8.2 15,5 11.5 27 5.5 4.5 18.3 6 4.5 20.4 11. 2 9.3 

土音
根元直径 D2(cm) 13.5 9.0 15.0 29.5 19.3 11 20.0 15.5 39 8 6.5 22 8.6 6.5 27.5 15.4 13.0 

校下高率H2!H1(%) 15.4 12.3 16.7 34.7 2.0 6.3 13.8 22.9 35.7 6.1 57.0 26.4 32.5 27.0 41.6 13.1 17.2 

完 i荷度 Hl!Dl 74.3 81. 4 73.0 50.0 59.4 80.9 79.4 93.0 55.9 70.9 77.7 '68.3 69. 1 82.2 82.3 62.3 69.2 

11 Dl!D2 0.78 0.78 0.77 0.64 0.66 0.74 0.78 0.74 0.69 0.68 0.69 0.83 一 0.69 0.69 0.74 0.72 0.71 

幹材積 V1(cm3) 28 , 100 11 , 160 38, 100 93, 600 49, 800 15; .320 86, 640 48, 0601351 , 120 7, 320 4, 240 121 , 250 6, 580 3, 540;206, 110 35, 120 21 , 920 

木枝条材積 V2(cmS) 2, 670 1, 130 2, 270 7, 520 4, 740 1, 530 5, 810 4, 0501 17 , 680 970 760 7, 240 630 280 I 8, 630 1, 800 1, 100 

平均校数 (本!m) 11. 0 13.0 13.0 16.0 10.0 11.0 ・ 1"0.0 9.0 7.2 15.3 9.3 10.4 1 し 7 7.0 10.8 9.0 12.0 

校条率V2!Vl(%) 9.5 10.1 6.0 B孟。 9.5 10.0 6.7 8.4 5.0 13.2 17.9 5.9 9.5 7.9 4.1 5.1 5.0 

林 分 番 可ロヲ ABl AB2 ABs AB~ BBl BBl BB2 BB2 BBs BB十1 BB盆-2 BBs DBl-2 DB1-S DB.-2 DBs-1 DBs-2 

供試木の直径階 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 大 中

対樹 歯告 12 13 11 22 11 11 25 25・ 29 11 11 23 12 12 26 13 13 

枯t 高 Hl(cm) 635 620 610 1, 080 530 455 925 800 1, 510 370 350 980 399 250 1, 679 643 466 

枝下高見(cm) 65 50 20 400 5 13 220 150 700 25 20 240 100 90 825 102 74 

胸高直径 Dl(cm) 8.0 8.0 7.0 18.5 7.0 5.4 12.0 10.0 20.0 5.0 4.0 13.0 4.4 2.5 20.7 9.4 5.8 

根元直径 D2(cm) 11. 5 11.5 10.5 23.0 11. 0 9.0 15.0 12.5 37.0 9.5 7.0 17.5 6.1 4.6 24.4 13.3 8.9 

日召 枝下高率H2/Hi(%) 10.3 37.0 0.9 2.9 23..8 18.8 46.3 6.7 57.0 24.4 25.0 36.0 49. 1 15.8 15.8 

完満度 HI/Dl 79.4 77.5 I 87.1 58.3 75.7 84.3 77.1 80.0 75.5 74.0 87.5 75.3 90.6 100. 。 81.1 68.4 80.3 

11 DI/D2 0.70 0.80 0.64 0.60 0.80 0.80 0.54 0.52 0.57 0.74 0.72 0.54 0.84 0.70 0.65 

幹材積 V1(cm3) 14, 010 15, 2701 12, 350 110, 550 8, 850 6, 070 45, 140 24, 190 168, 500 7, 600 4, 680 53, 480 3, 100 1, 280 172, 810 24, 270 7, 290 

木技条材積 V2(cmS) 1, 340 1, 750 1, 060 7, 450 2, 734 620 2, 620 2, 020 6, 980 1, 180 1, 050 3, 310 70 130 5', 800 2, 100 580 

平均技数 (本1m) 12.0 11. 0 9.0 12.0 11. 0 12.0 11. 0 13.0 10.7 15:6 11.2 9.5 3.3 8.1 8.8 11. 4 6.8 

校条率V2!Vl(%) 9.7 11.4 8.6 6. 7 30.8 10.3 5.8 8.3 4.1 15.0 22.4 6 ・ 1 2.2 10.1 3.3 8.6 7.9 

島ぞ福県回秋県城官[一一こ買雪|
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林 分 番 号 FAs-s FA• 1 FA4-2 FAト8 FA�-1 FA�-2 FAトS GA1 GA1 GA1 ! GA2 GA2 GA4-? GA4-3 GA�-1 GAS-2 

供試木の直径階 大中 大 中 大 中 大 中 小!中 中 大 中

]E! 捗I 曲告 12 12 12 12 12 12 12 12 12 13 13 13 11 11 12 12 10 10 

椋f 高 H1(cm) 565 473 412 557 445 318 960 780 761 721 619 502 863 760 599 520 421 375 

枝下高 H2(cm) 70 100 100 41 32 1380 220 198 60 48 11 123 134 38 30 26 39 

胸高直径 D1(cm) 8.0 6.0 4.0 8.0 4.5 3.0 14.0 9.5 6.0 10.9 8.6 6.6 11. 8 9.7 8.1 5.3 6 4.9 

土音
根元直径 D2(cm) 13.0 9.5 8.0 9.8 7.8 7.5 16.0 14.0 8.0 14.3 14.0 8.8 I 14.6 13.8 13.5 9.6 9 8.6 

枝下高率H2/H1(%) 12.3 21. 1 14.5 17.9 9.2 10.0 39.5 28.2 26.0 8.3 7.6 、 2.2 14.8 17.6 6.3 5.7 6.1 10.4 

完 i前!支 H1/D1 70.6 78.8 103.0 69.6 98.8 106.0 68.5 82.1 126.8 66.1 72.4 76.1 73.1 78.4 73.9 98. 1 70. 1 76.5 

" D1/D2 

061 063050 081057 21032， L2747643刷αU 1 l 087067CL75 

0.76 0.611 0.75 0.81 0.70 0.650 oi 0.550.66 0.56 

幹材積 V1(cmS) 27, 370 17 ， 09ひ 7 ， 580 37, 700 23, 320 14, 250; 5, 9301 5, 340 4, 290 

木 校条材積 V2(cmS) 2, 990 3, 7701 1, 940 4, 560 2, 870 

1 叩i1
920 

平均校数 (本1m) 12.71 12.61 10.51 14.21 12.8113.6115.6116.01 7.8 11. 0 14.01 13.0 13.0 10.0 6.71 4.2110.6 9.2 

枝条率VZ/V1(%) 16.71 14.01 15.21 18.01 33.81 3.41 5.41 9.2110.0 10.9 22.01 25.5 12.0 12.3 13.81 9.61 19.6 21. 4 

林 分 番 1ロ吉 FBs-1 I FBs-21 FBs-3 FB• S IFBs-1 IFBH FBs-al G B1 GB2 GB2 GB• 21GB4- a GBS-1 FB4-1 I FB4-2 GB1 GB1 GBS-2 

供試木の直径階 大中小 大中 小大中 小大 中 中 中 大 中

ホl 結I 陥令 12 12 12 11 11 11 12 12 12 12 12 12 11 11 12 12 10 10 

相I 高 H1(cm) 580 489 400 413 455 310 953 825 625 624 577 460 663 580 560 381 336 242 

枝下商 H2(cm) 1¥0 110 95 55 122 70 295 225 160 47 48 45 26 33 25 31 19 45 

胸高直径 D1(cm) 8.0 6.0 4.0 6.0 4.0 3.0 14.0 9.0 6.0 9.5 7.5 6.2 8.6 6.4 6.6 4.1 4.2 2.6 

照
根元直径 D2(cm) 11.5 9.0 8.5 8.3 5.5 4.5 16.0 14.5 8.5 13.4 10.8 10.1 12.2 9.8 15.5 7.2 7.7 5.7 

枝下高率H2/H1(%) 18.9 22.4 23.7 13.3 26.8 22.5 30.9 27.2 25.6 7.5 8.3 9.8 3.9 5.7 4.4 8.1 5.6 18.5 

完満度 日1/D1 72.5 81. 5 100. 。 68.8 113.7 103.3 68.0 91. 6 104.1 65.7 76.9 74.2 77.1 90.6 84.8 91. 8 80.0 93.0 

" D1/ﾚ2 

010 曲
0.471 0.72 0.72 0.66 0.871 0.62 0.701 0.71 0.691 0.611 0.70 0.651 0.42 0.57 0.54 0.45 

幹材積 V1(cmS) 11 , 740: 6, 900 

42147田
3, 570 1, 700 62, 170124, 770 6, 8301 20, 330 11 , 9301 8, 0701 16, 080 9, 2001 8, 810 2, 660 3, 130 1, 430 

木 校条材積 V2(cm8) 2, 130, 1, 240 950: 880 310 470 4, 5301 1, 060 2901 3, 260 4, 0501 1, 8601 3, 820 490 1, 340 310 

平均校数 (本1m) 10.4 1 12.4 9.5 1 12.8 8.1 13.3 12.4 1 8.5 15.01 16.01 11.0 12.0 1 7.6 8.2 12.6 13.1 

校条率VZ/V1(%) 18.1 1 17.9 22.5 1 18.4 8.6 27.6 7.2 1 4.2 4.2 1 16.0 33. 9 1 23.0 1 23. 7 9.51 21.2 18.4 42.8 21. 6 
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林 分 番 τ口王 HA2 HA3 H A4 HAs IAl-2 IA金一2 MAl-2 MAg-1 MAa-2 MAa-3 MA'-l MA4-2 

供試木の直径階 中 中 中 中 中 中 中 大 中 大

)1巴 樹 -齢 B B 日 10 15 14 12 13 12 13 13 13 

枯I 高 Hl(cm) 2,86 710 385 72) 660 870 608 987 910 906 900 785 

校下高 H2(cin) 98 153 49 18:) 160 235 153 135 123 142 80 70 

胸高直径 Dl(cm) 4.4 9. 1 5.2 9.5 7.4 13.7 8.6 16.5 13 11. 9 13.2 10.5 

培
根元直径 D2(cm) 9.6 12.2 8.6 12. 1 12.7 19.2 11. 1 18 16.9 15.4 16.2 13.5 

校下高率H2/H1(%) 25.3 21. 5 12.6 25.0 24.2 27.0 25. 1 13.6 13.5 15.6 8.8 8.9 

完満度 H1/D1 87.7 78.0 74.2 75.7 89.1 63.5 70.6 59.8 70.0 76.1 68.1 74.7 

1/ D1/D2 0.45 0.74 0.60 O. 78 0.58 0.71 0.77 0.91 0.76 0.77 0.81 0.77 

幹材積 V1(cm3) 3 , 350 22, 330 5, 550 22 , 550 14, 280 52, 850 14, 470 76, 550 45 , 420 40 , 400 39, 370 25 , 200 

木枝条材積 V2(cm3) 410 3, 880 460 1, 180 1, 280 5, 170 2, 520 6, 740 5, 480 2 , 680 5, 240 3 , 980 

平均校数 (本1m) 10.0 12.0 10.0 11. 2 9.0 13.0 16.7 17.0 14. 1 11. 2 12.8 13.0 

校条率V2fVl(%) 12.2 17.3 8.2 5.2 8.9 9.7 17.4 8.8 12.0 6.6 13.3 15.7 

1 林 分 番 t口ゴ HB2 HB3 H B4 HBs IBl-2 IB垂-2 MBl-2 MB3-1 MB3-2 MB3-3 MB4-1 MB4-2 

供試木の直径階 中 中 中 中 中 中 中 大 中 大

対 樹 曲h 8 B 11 10 15 12 12 12 12 12 14 14 

樟f 高 H1(cm) 325 581 511 639 630 640 465 475 395 285 780 750 

枝下高 H2(cm) 50 157 120 195 130 210 105 25 110 25 128 165 

胸高直径 D1(cm) 2. 7 8.5 6. 1 7.9 7.3 9.8 7.0 5.6 4.8 3.2 10.6 8.0 

根元直径 D2(cm) 4.6 12. 1 9.0 10. 1 10.6 14.3 9.6 8.4 6. 7 5.5 12.8 10.0 

Bl'l 校下高率H2/H1(%) 15.3 27.0 23.4 30.5 20.6 32.8 22.5 5.2 27.8 8. 7 16.4 22.0 

完 i前度 H1/D1 120.0 68.3 83. 7 80.8 86.3 65.3 66.4 84.8 82.2 89.0 73.5 93.7 

11 D1/D2 0.58 0.70 0.67 0.78 0.68 0.68 O. 72 0.66 0.71 0.58 0.82 0.80 

幹材積 V1(cmS) 1, 270 16, 830 7, 880 14, 400 13, 060 23 , 540 7, 810 6, 510 3, 320 1, 390 25 , 640 14, 020 

木枝条材積 V2(cmS) 190 3, 480 840 890 930 1, 800 1, 190 960 320 390 2, 610 1, 240 

平均枝数 (本1m) 11. 2 8.9 9.9 11.4 8.2 8.3 23.0 15.3 18.2 14.5 13.8 

枝条率V2fVl(%) 14.9 20.6 10.6 6.1 7.1 7.6 15.2 14.7 9.6 28.0 10. 1 8.8 

阜岐県潟来庁県玉埼
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林 分 番 可ロF NA1-1 NA2-1 NAs-2 OAs OA4 OA4 OA4 O~S ¥ PAト QA1-1 QAl-2 QAト1 QAS-2 

供試木の直径階 中 中 中 中 大 中 中小 中 中

~E 枯I 曲告 26 11 16 B 11 11 11 14 11 21 21 14 14 

持f 高 H1(cm) 1, 775 600 985 518 708 670 630 950 660 427 297 1, 000 821 

枝下高 H2(cm) 1, 020 80 200 20 15 39 29 190 130 70 50 125 150 

胸高直径 Dkm) 22.0 7.0 14.0 7.4 10.2 8.5 7.1 12.2 8.8 6.7 4.0 12.4 9.2 

根元直径 D2(cm) 33.5 11. 5 22.5 10.7 12.9 11. 4 9.8 15.3 10.8 11. 3 6.8 19.5 12.9 

t音
校下高率H2/H1(%) 57.4 13.3 20.3 3.9 2.1 5.8 4.6 20.0 19.6 10.3 16.8 12.5 18.2 

完満度 HI/Dl 80.6 85.7 70.3 70.0 69.4 78.8 88.7 77.9 75.0 63.7 74.2 80.6 89.2 

" DI/D2 0.65 0.60 0.62 0.69 0.79 0.75 0.72 0.80 0.81 0.69 0.58 0.63 0.71 

斡材積 V1(cmS) 255 , 880 11 , 830 72 , 730 10, 740 27 , 460 17 , 580 13 , 160 45 , 520 26 , 960 9 , 580 2, 880 55, 100 22, 630 

木 校条材積 V2(cm8) 10 , 730 1, 550 5, 340 1, 540 4, 470 2 , 520 1, 860 3 , 420 1, 450 1, 290 580 3, 460 3, 110 

平均枝数 (本1m) 10.0 10.1 14.0 16.0 18.0 19.0 15.0 11. 3 15 , 4 19.0 8.1 12.9 

校条率V2!Vl(%) 4.1 7.3 14.3 16.2 14.4 14 , 1 7.5 5.3 13.4 20. 1 6.2 13.7 

NB2-1 NBs-2 OBs OB4 OB 盆 OB4 OBs PBl-3 QB1-1 QBl-2 QBS-1 QBS-2 

供試木の直径 Wi 中 中 l争 中 大 中 中

対
樹齢 25 11 16 8 12 12 12 15 11 21 21 14 14 

樹高 H1(cm)l l , 510 420 1, 000 395 590 520 485 780 520 315 265 512 362 

枝下高 H2(cm) I 520 80 200 13 62 40 37 150 120 100 110 130 80 

胸高直径 Dl(cm) 16.0 4.5 12.5 4.3 8.1 6.9 5.0 11.3 6.6 6.7 4.0 5.9 4.3 

日夜 根元直径 D2(cm) 22.0 8.3 18.0 5.6 12.6 10.3 6.8 14.2 8.9 11. 8 9.3 8.0 6.6 

枝下高率H2/H1(%) 34.4 19.0 20.0 3.3 10.5 7.7 7.6 19.2 23.0 31.7 41. 5 25.3 22.0 

完満度 HI/Dl 94.3 93.3 80.0 91. 9 72.8 75.3 97.0 69.0 78.7 47.0 66.2 86.7 84. 1 

" DI/D2 0.72 0.54 0.69 0.78 0.64 0.67 0.74 0.80 0.74 0.56 0.43 0.73 0.65 

i鈴材積 V1(cm3) 133 , 840 4, 340 56, 310 3 , 110 14, 260 10 , 420 4, 950 29 , 230 8 , 360 8 , 670 3 , 600 6, 920 3, 420 

11 , 680 420 3, 760 2, 080 2, 070 1, 610 590 3, 040 890 1, 660 800 300 760 

平均校数 (本1m) 9.0 9.0 14.0 16.0 22.0 15.0 15.0 19.5 22. 7 21. 2 10.9 14.5 

校条率V2!Vl(%) 8.7 9.6 6.6 67.1 14.5 15.4 11. 9 10.4 10.6 19. 1 22.2 4.3 22.2 
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林 分 番 可口ゴ R A2 RA3-1 RAs-2 RAs-s SA1-1 SA1-. SA2-2 SA2-S SAS~l SAS-2 SAs-s SA4-1 I SA:-2 SA4-S SA5-1 SA5-2 

供試木の直径階 中 大 中 大 中 中 大 中 大中 大 中

HE.: 樹 齢 9 8 8 B 11 11 20 20 16 16 16 13 13 13 13 13 

松t 高 Hl(cm) 544 538 460 336 680 544 1, 100 940 1, 125 l , 0701960 790 900 710 665 536 

枝下高 H2(c凶) 144 28 35 16 15 34 190 150 345 280 330 330 260 260 123 120 

胸高直径 Di(cm) 6.8 9.4 5.5 3.4 7.9 6.0 16.0 13.5 15.0 12.6 11. 0 14.5 10.6 8.0 11.1 8.6 

根元直径 D2(cnl) 8.9 14.8 8.4 6.2 11. 0 9.3 21. 8 17.1 22.5 16.3 13.5 18.0 15.0 10.0 15.2 13.1 

培 校下高率H2/H1(%) 26.4 5.0 7.6 4.7 2.2 6.2 17.2 15.9 30.6 26.1 34.3 41. 7 28.8 36.6 18.4 22.3 

完 j拘度 HI/Dl 80.0 57.2 83.6 98.8 85.5 90.6 68.7 69.6 74.7 84.9 87.2 54.4 84.2 88.7 59.9 62.1 

/1 D1/D2 0.76 0.64 0.65 0.55 o. 72 0.64 o. 73 0.78 0.66 0.77 0.81 0.80 0.71 0.80 o. 73 0.65 

幹材積 Yl(cm8) 9,, 380 19, 380 5, 870 2, 270 15 , 190 8 , 170 88, 380 51 , 920 85 , 420 60 , 060 34, 390 54, 520 38 , 440 19 , 140 30, 140 17 , 290 

木枝条材積 V2(cm8) 960 4, 874 1, 880 540 9, 9501. 5 , 170 7, 980 7 , 050 1, 850 2, 150 3, 250 2, 240 

平均校数 (本1m) 15.0 20.0 10.0 13.0 14 18.3 I 14.3 11. 4 9.3 11. 2 14.7 I 12.5 16.6 14.5 22.5 

校条率V2!Vl(%) 10.2 25.1 32. 1 23.8 14 11. 2 I 9.9 9.3 11. 7 5.3 6.4111.1 11. 2 10.7 12.9 

林 分 番 マロ'5' RB2 : RBs RBs RBs SB1-1 SBl-2 SB2-2 SB2-S SB3-1 SBS-2 SBs-s SB• 1 SB4-2 SB4-S SB5-1 SB5-2 

供試木の直径階 中 大 中 大 中 中 大 中 大 中 大 中

対樹 齢 10 8、 8 B 5 15 21 21 16 16 16 15 15 15 12 12 

枯t 高 H1(cm) 570 608 457 295 675 556 1, 110 1, 028 970 925 900 1, 000 830 690 573 475 

枝下高 H2(cm) 30 35 52 35 141 90 600 460 300 210 160 140 160 90 103 100 

胸高直径 D1(cm) 6.9 7.2 5.4 2.9 9.2 6.2 13.5 11. 3 16.5 13.1 10.5 13.5 9.0 8.5 9.6 6. 7 

根元直径 D2(cm) 9.3 10.9 8.2 5.9 11. 5 9.7 15.5 14.2 20.5 17.4 14.0 17.5 11. 1 12.0 12.9 9.4 

照枝下高率H2/H1(%) 5. 7 11. 3 11. 8 20.8 16.1 54.0 44. 7 30.9 22.7 17.7 14.5 19.2 13.0 17.9 21. 0 

完 j前度 HI/Dl 82.6 84.4 84.6 101. 7 73.3 89.3 81. 9 90.9 58. 7 70.3 85. 7 74.0 92.2 81. 1 59.6 70.4 

/1 。 D1/D2 0.74 0.66 0.66 0.49 0.80 0.63 0.87 0.79 0.80 0.75 O. 75 0.77 0.80 0.70 0.74 0.71 

幹材積 V1(cm8) 10, 0201 18 , 990 5, 310 1, 450 20 , 680 9 , 710 55 , 900 93 , 730 75 , 800 53, 770 32, 800 60, 650 25 , 230 22, 540 18 , 470 8, 540 

木校条材積 V2(cmS) 3, 340 1, 010 520 3 , 430 3, 190 2, 870 4, 870 4, 780 1, 840 7, 800 4 , 450 1, 850 2 , 140 1, 350 

平均枚数 (本1m) 14.0 15.0 17.0 16.0 13.8 14.5 14.7 8.3 16.9 14.3 11. 5 13.8 11. 0 15.7 18.4 

校条率V2!Vl(%) 24.3 17.6 19.0 36.3 16.5 5.7 3.0 6.4 8.8 5.6 12.8 17.6 8.2 11. 5 15.8 
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林 分 番 号 TAl-2 TA2-1 TAa-a TAs-1 TAs-2 TA• 1 TA4-a TA�-1 TA5-2 TA�-S UAl-2 UAS-1 UAs-a UAs-s 

供試木の直径階 中 中 大 中 大 中 中 大 中

肥 樹 齢 10 12 12 8 B B 8 8 8 8 9 11 11 11 

樹 高 Hl(cm) 476 778 541 460 363 410 260 535 415 340 647 640 530 430 

枝下高 Ha(cm) 125 115 41. 0 25.0 46.0 70.0 

胸高直径 Dl(cm) 4.5 10.1 5.9 6.4 4.6 4.2 2.4 7.0 5.2 3.2 8.7 8.4 6.0 4.8 

根元直径 Da(cm) 6.6 13.9 8.9 8.8 6.9 7.2 4.8 12.0 8.4 6.0 11. 6 12.3 9.5 7.4 

主v主口 枝下高率Ha/Hl(%) 16.0 21. 2 6.3 3.9 8.6 16.2 

完 i謁度 Hl/Dl 105.7 77.0 91. 6 71. 8 78.9 97.6 108.3 76.4 79.8 106.0 74.3 76.1 88.3 89.5 

" Dl/D2 0.68 O. 72 0.66 0.72 0.66 0.58 0.50 0.58 0.61 0.53 0.75 0.68 0.63 0.64 

幹材積 V1(cmS) 4, 370 28 ,470 8, 650 8, 410 4, 180 3, 450 1, 200 10, 280 5, 380 2, 650 19 , 620 17 , 710 8, 2JO 4, 660 
木 校条材積 Va(cm8) 10 コ 2, 230 610 690 280 250 210 1, 150 530 530 2, 630 2, 550 2, 770 930 

平均校数 (本/m) 10.2 6.3 10.0 10.0 10.0 6.0 

校条率V2/V1(%) 2.2 7.8 7.0 8.2 6.6 7.2 17.5 11. 1 9.8 20.0 13.4 14.3 33.7 19.9 

林 分 番 す口 TB1-a TB2-1 TB2-2 TBs-1 TBg-a TB4-1 TB4-2 TB5-1 TB5-a TB5-3 UBl-2 UBS-1 ! UBト UB3-3 

供試木の直径階 中 中 大 中 大 中 中 大 中

実I 樹 齢 10 12 12 8 8 8 8 日 8 日 10 11 11 11 

樹 高 Hl(cm) 355 652 464 391 348 315 243 315 360 270 320 565 475 350 

枝下高 Ha(cm) 105 50.0 60.0 60.0 69.0 

胸高直径 Dl(cm) 3.0 7.3 5.4 3.9 3.1 3.4 2.2 5.4 3.6 2.2 3.2 7.2 5.3 3. 7 

日目
根元直径 D咋m) 5.7 9.8 7.2 6.6 4. 7 6.0 4.6 8.8 6.2 4.6 4.5 10.6 8.4 6.0 

枝下高率H2/H1(%) 16.1 15.6 10.6 12.6 19.7 

完満度 Hl/D:t 118.3 90.5 85.9 100.2 112.2 92.6 110.4 58.3 100. 。 122.7 100. 。 78.4 89.6 94.5 

11 Dl/D2 0.52 0.74 0.75 0.59 0.65 0.56 0.47 0.61 0.58 0.47 0.71 0.67 0.63 0.61 

幹材積 Vl(cm3) 1, 900 12, 660 5, 280 3.770 1, 790 2, 130 810 5, 340 2, 400 890 1, 740 13, 940 6.940 2, 210 
木 枝条材積 Va(cm3) 60 650 380 400 90 320 30 1, 150 180 110 120 2, 910 1, 240 290 

平均校数 (本/m) 5. 1 3.0 11. 0 11. 0 7.0 

枝条率V2!Vl(%) 3.1 5. 1 7.1 10.6 5.0 15.0 3.7 21. 5 7.5 12.3 6.8 20.8 17.0 13. 1 

口l心県島広
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林 分 番 7口'i VA~-l VAS-1 VA4-1 VAS-1 WA2-2 WAS-1 YA1-1 YA2-2 ZA2-1 ZA2-S I ZAS-1 ZAト8
供試木の直径階 中 中 中 中 中 中 中 中 大 大

肥 樹 齢 13 14 15 11 10 7 B 26 14 13 16 16 

樹 高 Hl(cm) 975 1, 214 1, 353 820 673 540 640 1, 490 1, 180 859 1, 446 1, 123 
校下高 H2(cm) 185.0 222.0 424.0 188.0 85.0 60.0 40.0 610.0 455.0 368.0 490.0 300.0 

胸高直径 Dl(cm) 13.8 13.0 16.3 8.6 8.5 6.6 8.0 17.0 16.7 10.3 19.4 11.3 

根元直径 D2(cm) 19.4 16.6 20.8 11. 6 13.0 9.7 13.0 20.0 22.5 15.5 24.7 15 , 3 
培

枝下高率H2/H1(%) 18.9 18.2 31. 3 22.9 12.6 11. 1 6.2 40.9 38.5 42.8 33.8 26.7 

完 j前度 HI/Dl 60.6 93.3 83.0 95.3 79.1 81. 8 80.0 87.6 70.6 83.3 74.5 99.3 
11 DI/D2 0.71 0.78 0.78 0.63 0.65 0.68 0.61 0.85 0.74 0.66 0.78 0.73 

幹材積 V1(cmS) 60, 790 62, 160 112, 390 20, 340 18, 990 9, 930 16, 690 131 , 500 94, 810 36, 710 155, 020 46, 760 
木 枝条材積 V2(cm8) 8, 900 6, 320 10, 890 1, 760 1, 340 450 5, 400 12, 160 11 , 420 2 , 320 10, 910 3, 000 

平均校数 (本1m) 12.0 11. 0 11. 0 12.0 10.0 5.0 12.0 8.0 13.0 15.0 11. 0 10.0 

校条率V2fVl(%) 14.6 10.1 9.6 8.6 7.0 4.5 32.3 9.2 12.0 6.3 7.0 6.4 

林 分番 ー1ロ"i VB2-1 VBS-1 VBト1 VBS-1 WB2-2 WBS-1 YB1-1 YB2-2 ZB2-1 ZB2-S I ZBS-1 ZBs-s 

供試木の直径階 中 中 中 中 中 中 中 中 大 大

対樹 齢 14 14 15 11 11 9 11 20 19 19 17 17 

樹 高 Hl(cm) 1, 001 963 1, 215 784 702 650 505 1, 240 1, 032 722 1,021 572 

枝下高 H2(cm) 233.0 153.0 500.0 175.0 100. 。 68.0 70.0 320.0 286.0 250.0 229.0 189.0 

胸高直径 Dl(cm) 11. 4 10.4 10.7 7.5 8.5 8.6 7.0 13.0 15.9 8.6 15.0 8.7 

根元直径 D2(cm) 14.5 14.3 13.5 10.3 11. 7 12.3 10.0 16.0 24.0 10.9 17.9 11. 4 

百枝下高率H2fHl(%) 23.2 15.8 41. 1 22.3 14.2 10.4 13.8 25.8 27.7 34.6 22.4 33.0 

完 i出11 )変 HI/Dl 87.8 92.5 113.5 104.5 82.5 77.5 72.1 95.3 64.9 83.9 68.0 65.7 

1/ DI/D2 0.78 0.72 0.79 0.72 0.72 0.59; 0.70 0.81 0.66 0.78 0.83 0.76 

幹材積 V1(cm3 ) 42, 030 34, 490 43, 170 15 , 470 19, 020 16, 580 10, 720 73, 530 84, 730 19, 370 65, 570 15 , 530 
木枝条材積 V2(cm3) 3, 330 5, 400 3, 630 1, 680 810 2, 840 2, 620 1, 540 8 , 410 2, 660 8 , 570 2, 510 

平均校数 (本1m) 8.0 11. 0 11. 0 11. 0 5.0 11. 0 11. 0 5.0 13.0 11. 0 11. 0 14.0 

校条率V2/V1(%) 7.9 15.6 8.4 10.8 4.2 17.1 24.4 2.0 9.9 13.7 13.0 16.1 

島児鹿県崎長県知高県媛愛
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幹の外)附旨様、にっし、ての肥培木と対照木の比率 (102事例における施JI巴効率)

下Jナト49150~9911叫 l引引ωoa9 卜OO~ 日而総

Tabl巴 3.

言十

結I 高 H1 4 85 83 102 

校下 ï~j Hz 14 26 I 23 16 4 2 7 52 57 92 

11旬高直径 D1 10 73 5 92 90 102 

恨元直径 Dz 19 69 7 83 81 102 

校下両率 HzIH1 15 33 26 5 2 2 44 48 92 

うと ìi:!.il変 HI/Dl 66 35 36 35 102 

" D1/D2 41 61 61 60 102 

平均校数本1m 3 38 41 2 51 55 92 
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施肥の繰返しによる肥培木と対照木の外形指標の変化
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施肥の繰返しによる 11巴培木の

相対的外形指標の変化

~の繰返し回数|

外形指標------ー|
樹高 Hl

枝下高 Hz i 
胸高直径 Dl ! 

完満度 HI/Dl 1 

平均校数本1m 1 

5. Table 

上iA
一

1

」囲内
込U回

161 

246 

171 

125 

139 

133 

219 

134 

131 

146 

つ
ム回

126 

176 

132 

125 

139 



-"{2- 林業試験場研究報告知 Uì2 -'iま

(5) 平均校数にっし、ては， ~巴l青木がその対照木より大きし、ものは，調査した92例のうち51例で55%にあ

たり，施肥による校数の変化はあきらかではない。

(6) ßEt音木と対照木の外形的な特徴に関する比率を，施IIE回数の異なる林分べつに集百十してみると

Table 4 にしめすように，樹高と胸高直径については施11じの繰返しによって， その施肥効率が 100 以上

になる頻度はあきらかに憎加するが，幹の完満度 (H~/D1) なと。については施肥効率への影響はあきらか

でない。

(7) 樹高，校下宿" 11旬 i白i直径，完尚度 (H1/D1)，平均校数などの幹の外形に関する 11巴培木の相対値を施

11巴回数の異なる林分べつに集計し，施IJ巴回数べつにこの相対値の平均をもとめると Table 5 にしめすよう

に，樹i吉!J; 枝下高， }向高直径などの相対値は施肥の繰返しによってI14 力 11する傾向はあきらかであるが，完

制度，平均校数の相対値については施11巴の繰返しによる変化はあきらかでない。

2.3. 肥培木の生産性

各供試木について，幹材積*1 (V1) cm3，枝条材積相 (V2) cm3, 校条率 (V2/V1 X 100) %，伐倒時に

おける幹の生重量 (W1) g，校の生重量 (W2) g，葉の生重量 (WS) g , 平均容積密度数 (R) g/cmS, 

幹の乾重量 (W) g , 葉の生重量にたいする幹材積の比率 (V1/WS) cm3/g, 葉の生重量にたいする幹の

乾重量の比率 (W/W3) g/g および生葉担当たりの幹の年材積成長量 (v/W3) cm3/g，生薬 19当たり

の幹の年重量成長量 (w/W3) g/g をもとめて Table 6 にしめした。

これらの生産性をしめす測定事項について，肥培木と対照木との比率を施1I巴効率としてもとめ，その出

現域を Table 7 にしめした。これから，肥培木の生産性について特徴であるとみとめられることは次の

とおりである。

(1) 幹材積 (V1) については， 11巴j若木がその対照木より大きくなる事例は，調査した 102 例のうち85例

で，約83%にあたっている。対照木の幹材積にたいする川崎木の相対的な値はその大半が100~299の範囲

に出現しているが，最大が 400 以上におよぶ例もあった。

(2) 枝条材積 (V2) にっし、ては， 肥培木がその対照木より大きくなる例は調査した 101 例のうち76例

で， 759五にあたっている。このIIEJ:高木の枝条材積にっし、ての相対的な他は，幹材積の場合と同様に大半が

100~299の範囲にあらわれている。しかし，この比率が 300 以上になるものの出現数が，幹材積の場合で

は 102 例のうち11例で，約11%であるのにたいして，校条材積ではこの範囲のものに約20%の出現率がみ

とめられており，したがって，肥哨木では幹材積が増加する割合は，校条材積が増加する割合よりやや大

きくなる傾向がみとめられてはし、るが，施肥効率の最大にちかし、 300 以上の出現率は，幹材積にくらべて

枝条材積がかなりたかいことになる。

(3) 校条率については，肥培木がその対照木より大きくなる例は調査した 102 例のうち45例で44%であ

り，施11巴による枝条率の変化はほとんどないもののようである。

(4) 幹の生重量 (W1) については， 11巴l音木がその対照木より大きくなる例は制宣した 102 例のうち87

例で85%にあたり，対照木にたいするIlE培木の相対的な価は最大2500~3999の範囲にまであらわれている 3

*1 幹材積 (V1) cms は地上高 O.Om と1. 2m の位濯における平均直径から胸高以下の材積をもとめJ

これより上部の材積は円錐体とみなして，この合計材積を幹材積としてもとめた。
1 ~( d ¥2 

*2 枝条材般 (V2) cm3 は枝の根元直径 (d) と長さ(1)から， V2=:8一一江(一一)・l としてもとめた。
3 ¥ 2 J 
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Table 6. 肥培木と対照木の生 i!l: 性の比較

城県| 秋田県 福 島 県d.  

品

林分 番 7仁7' 品1 1 AA
2 

1 AAs 1 AA4 1 BA
1 

1 BA
1 

1 BA
2 

1 BA
2 

1 BAa 1 Bι1 B464A2，， 4627i117けq司L:九 D6A9H 65弔店8d q q 開 DA
1
-
S 
1 DA4-21 DA

5
-
1 

DA5-2 

供試木の底径階 中中中中中小中小中中 中 小中大 中

斡枝幹条材材積積 V12WWccmml削m 2(g凶S2) ) 
) 

28 , 1001 11 , 1601 38 , 1001 93 , 6601 49, 8001 15 , 3201 86, 6401 48 , 0601351 , 1201 7, 3201 4, ~4~:12~ ， ~5~1 6, ~~~I 3, ~~~120~ ， ~l~1 3~ ， l~~ 21 , 920 

H巴 の生重量V 
2: 67ﾕl -1;130! 2;2701 7;5201 4>401 1;5301 5;8101 4;050117 , 6801 _ 9701 . 7~~1._? ， ~~~1 • ~~~I . ~~~I.^~'ω~i _~， ~∞ 1, 100 

3Õ:7òõI12:7sõI3f(15ÕI12i;;'40õI33;580114>62197;725154;8~5132~;B~01 ~~9~01 6~6?5:15~ ，.8~31 ?:7~0: ;:3~0119~~9~9! 2~;， 1~0 21 , 100 

56:2-1 -44:s-l-s5:4T-6s:3-1-47:21 54.81 74.61 69.81 76.71 62.31 42.61 74.81 61.81 51~~_1 .~5~~ _I ~o:~ 48. 7 

校の生重量 4, 5701 2, 7151 4, 810114, 3701 8, 4301 3, 0001 8, 6881 5 ， 925127 ，∞01 1 ， 5∞ 13 ， 68762055018， 3.∞0il 4， I∞ 2, 800 

i先~の庁生重量 W(s%(g)) 

8.419.517.017.8111.9111.116.617.516.3110.416.716.51 5.71 _6~51 _7:_~_I __8..~ 6.5 

19:4ôoI13:is2125;900144, 280129, 1201 9 ， 200124 ， 662117 ， 778172~0751 ~~9~01 ~~9~013?~1~81 ~:..5~0: ~:..5~014~~7~Oi 2~~4?0 19, 400 

容斡秘の全密H 乾度数重量R(glW(c9m6(g)S) ) 

35.5 46.0 37.6 23.9 40.9 34.1 18.8 22.6 17.0 27.3 50. 7 18.7 32.5 42.2 17.8 41. 1 44.8 

0.290 0.354 0.292 0.334 0.248 0.315 0.306 0.341 0.249 0.387 0.436 0.356 0.327 0.470 0.296 0.291 0.311 

8, 150 3, 950 11 , 120 31 , 280 12, 350 4, 830 26, 510 16, 390 87 , 430 2, 830 1, 850 43, 170 2, 150 1, 310 61 , 010 10, 220 6, 820 

木幹斡VWvののj1W7l川年勾ws成金ss 乾長置重(E{m量cv((mg'c叫llgEagoag) m 
o 
) 

1. 45 0.85 1. 47 2. 12 1.71 1.67 3.51 2.70 4.87 1. 86 0.53 3.09 1. 85 0.99 4.41 , 1.72 1. 13 

0.42 0.30 0.431 0.71 0.42 0.52 1. 07 0.92 1. 21 0.72 0.23 1. 10 0.611 0.37 1. 311 0.50 0.35 

5, 670 4, 870 10, 1901 6, 140 11 , 210 5, 090 7, 460 5, 420 21 , 320 2, 040 1, 060 13, 240 2, 6301 1, 050 16, 240i 9, 540 6, 510 

1, 390 1, 390 

2, 43319051| 
| 

l , 740 

2 , 250 1, 420 1, 980 1, 580 5, 140 760 450 4, 690 5, 3901 2, 590 1, 810 

0.29 0.37 0.391 0.14 0.39 0.55 0.30 0.31 0.30 0.52 O. 13 0.31 0.741 0.29 ﾓ.351 0.47 0.34 

w/W8 (g/g) 0.07 0.11 0.101 0.04 0.08 O. 15 0.08 0.09 0.07 0.19 0.05 0.11 0.191 0.08 0.09 

林 分 番 τ口王 AB1 AB2 ABs AB盛 BB1 BB1 BB2 BB2 BB8 BB• 1 BB小2 BB5 DB• z DBト1 DBs-2 

{共試木の直径階 中 中 中 ヰ1 中 ql 中小 中 大 lや

幹枝斡校条のの村11材生生松繍重?質量量VV1dVWcEVE開n2E(世Eω司) 
7 

14, 010 15 , 270 12 , 350 110, 550 8, 850 6, 070 45, 140 24, 190 168 , 500 7, 600 4 , 680 53, 480 3, 1001 1, 280 172, 810 24 , 270 7, 290 

1, 340 1, 750 1, 060 7, 450 2 , 730 620 2, 620 2 , 020 6, 980 1, 180 1, 050 3, 310 ~~I . ~~~ 5, 800 2, 100 580 

対 16, 700 15 , 600 18 , 500 113, 500 11 , 070 6, 910 49, 210 27 ,080 185 , 275 9, 333 5, 725 62, 100 3, 700i 1, 610 198 , 430 26, 400 8, 400 

50.8 43. 1 51. 2 62.5 37.2 45.4 71. 8 59.1 77.7 51. 0 49.3 62.8 51. 8 31. 6 80.2 51. 2 41. 1 

2 , 560 3, 090 2, 220 14,260 5, 300 1, 500 3, 850 3, 740 11 , 437 1, 800 1, 550 6, 300 190 280 12 , 100 4, 650 1, 450 

11 (%) 7.8 8.5 6.1 7.8 17.8 9.9 5.6 8.2 4.8 9.9 13.3 6.4 2.7 5.5 4.9 9.0 7.1 

Ilil 楽の生重量 Ws(g) 13, 600 17 , 510 15, 400 53, 900 13, 410 6, 800 15, 440 14, 960 41 , 888 7, 150 4, 350 30, 450 日olMlO 36, 900 20, 500 10, 600 

容幹秘密全H 乾度数重量R(glc1%m) s) 
41. 4 48.4 42.6 29.7 45.0 44. 7 22.5 32.7 17.5 39. 1 37.4 30.8 45.5 1 62.9 14.9 39.8 51. 8 

0.313 0.323 0.321 0.325 0.366 0.345 0.319 0.345 0.279 0.337 0.403 0.317 o. 3421 o. 369 0.327 0.327 0.346 

の W(g) 4, 390 4, 930 3, 970 35 , 930 3, 240 2, 090 14, 400 8, 350 47 , 010 2, 560 1, 890 16 , 950 1, 0601 470 56, 510 7, 940 2.520 

斡斡ivWのFdwlW年w年g全成ss 長乾景重{c(m量cv{mg(2cwlJemg凶
jgg) 列) ) 

1.03 0.87 0.80 2.05 0.66 0.89 2.92 1. 62 4.02 1. 06 1. 08 1. 76 0.95 0.40 4.68 1.18 0.69 

木 0.32 0.28 0.26 0.67 0.24 0.31 0.93 0.56 1.12 0.36 0.43 0.56 0.33 0.15 1. 53 0.39 0.24 

3, 810 4, 730 2 , 570 8, 680 2, 340 1, 800 3, 600 2, 170 13 , 530 2, 180 1, 230 7, 640 1, 160 420 14, 510 7, 380 1, 750 

900 1, 210 680 2, 270 770 470 1, 000 630 3, 530 730 500 2, 090 330 1~~i 4~4l~1 2;._3~9 570 

0.19 0.27 0.17 0.16 0.17 0.26 0.23 o. 15 0.32 0.30 0.28 0.25 0.36 

013i 0391 

0.17 

w/W8 (g/g) 0.06 0.07 0.04 0.04 0.06 0.06 0.06 0.04 0.08 0.10 0.11 0.06; O. 10 0.041 0.111 0.11 0.05 
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Table 6. (つづき〉

府県別| 栃 木 県 若手 馬 県

林分番号…3-21~FA3-31 Fι 山叫 31 FA5-11 FA5 叫叫 GA GAr … GA 品川
供試木の直径階大中小大中小大中小大中小中小中小大中

斡斡枝条材材筏積量量VVWW12((mc携2nm1g月8i) ) 10， Y同 人初01 3 ， 8回 9; 9001 4, 0201 2 , 2301 59, C削 26，日ο18， 5001 27 , 3701 17，田01 7 ， 580[37 ， 7田 23 ， 320114， 2501 5, 9301 5 ， 3仰九 29C
1;8001 1;0401 '5901 1, 7901 1, 3601 7701 3 , 2101 2 , 4701 1, 8601 2 , 9901 3 ， 770I1 ， 9~01_4 ， ~6~1_~ ， ~70I~ ， 9~~1 , ~~~I ~， ?~~I . ~~~ 

肥重 10， 8∞ 8;4501 4 , 500110, 7651 4, 9501 4 ， 550157 ， 200127 ， 93oI21 ， 375131 ， 554117 ， 16718 ， 93213~ ，9~2127 ， 511115~43016:9001 ~!.5~01 ~~8~7 
; ~- !%¥ 1 45.81 5�.31 44.61 44.71 34.11 42.31 60.81 62.51 67.11 54.61 41.2141.5156.5161.1147.1145.4143.8140.5 

校の生重 2 , 9001 1, 8001 9401 2 , 8001 1, 9501 1, 0001 5, 6001 3 , 4501 3 , 0001 4 , 2001 4, 2001 2 , 1001 6 , 3601 3, 9001 2 , 9001 9001 1, 7001 1, 350 

構5斡築の責の笹差HH生出到愛乾重護重女量R量lWgfW出ac(彪mg(g)) ) 町) 

12.3 10.7 9.3 11.6 13.5 9.3 6.0 7.7 9.4 7.3 10.1 9.8 9. 7 8.7 8.9 5.9 11. 4 11. 3 

9, 900 6, 550 4 , 660 10, 500 7, 600 5 , 200 31 , 200 13 , 300 7, 500 21 , 970 20 , 200 10, 470 22 , 060 13 , 600 14, 430 7, 400 6, 700 5, 750 
41. 9 39.0 46. 1 43.6 52.4 48.4 33.2 29.8 23.5 38.0 48.5 48.6 33.8 30.2 44.0 48.7 44.8 48.2 

0.353 0.336 0.356 0.343 0.420 0.400 0.282 0.337 0.349 0.331 0.315 0.372 0.365 0.336 0.370 0.383 0.402 0.359 

3, 800 2, 490 1, 380 3 , 400 1, 690 890 16, 640 8.970 6, 460 9, 060 5, 380 2 , 820 13 , 760 7, 840 5, 270 2, 270 2 , 150 1, 540 

品tz位z全((c割:器自l 
1. 09 1. 33 0.83 0.94 0.53 0.43 1. 89 2.00 2.47 1. 25 0.85 0.72 1. 71 1. 71 0.99: 0.80 0.80 0.75 

木 0.38 0.38 0.30 0.32 0.22 0.17 0.53 0.67 0.86 0.41 0.27 0.27 0.62 0.58 0.37 0.31 0.32 0.27 

3, 200 2 , 110 11. 30 3 , 000 1, 310 630 16, 870 6, 410 4, 800 7, 620 4 , 730 1, 910 7, 640 2 , 950 4, 010 1, 700 1, 210 830 

970 640 370 990 540 260 4, 280 1, 940 1, 470 2 , 270 1, 260 650 2 , 980 990 1, 370 610 490 290 

0.32 0.32 0.24 0.29 0.17 0.12 0.54 0.48 0.64 0.35 0.23 0.18 0.35 0.21 0.28 0.23 0.18 O. 14 

w!W3 (g!g) 0.09 0.09 0.07 0.09 0.07 0.05 O. 13 0.14 0.19 O. 10 0.061 0.06 0.14 O. 071 0.09j O. 08 0.07 0.05 

林分番号 FBs-1 1 FBs-2 1 FBトS FB• 1 FB• 2 FB• s FB5-1 FB5-2 FB5-S GB1 GB1 GBl GB2 GB2 GBS-1 GBS-2 

供試木の直径階 大中小 大 中 大 中 大 中 中 中小 大 中

幹枝幹枝条Z材重グ材生積積量重量VVdzWW(cCmZ同d1I包1副句8) ) ) 

11 , 7401 6, 9001 4, 220 4.780 3, 570 1, 700 62 , 170 24 , 770 6 , 830 20, 330 11 , 930 8 , 070 1'6 , 080 9 , 200 8 , 81012, 660 3 , 130 1, 430 

2 , 1301 1, 2401 950 880 310 470 4, 530 1, 060 290 3 , 260 4 , 050 1, 860 3 , 820 880 1, 8701 490 1, 340 310 

対 5, 370 4, 540 2 , 100 56, 900 27 , 819 7, 330 22 , 900 12 , 340 9 , 590 18, 530 9, 420 9 , 8601 3, 100 3, 930 1, 700 

52. 9 1 46. 8 1 40. 8 43.1 51. 8 29.6 60.0 64.8 57.3 47.8 35.5 42.3 44.9 51. 9 42.9 1 35.9 45.3 34.0 

2 , 7001 1, 900; 1, 200 1, 500 520 800 8 , 900 2 , 700 520 4, 600 3, 850 2 , 440 5, 120 1, 800 2 , 6001 400 1, 850 450 

重g己重女量R量(WZfW開品cm3包)勺) 

10.9 1 12.3 1 10.0 12.0 5.9 11. 3 9.4 6.3 4.0 9.6 11. 1 10.8 12.4 9.9 11. 3 1 4.6 21. 3 9.0 

日君 葉の生
9, 0001 6, 300i 5, 900 5, 600 3, 700 4, 200 29 , 000 12, 400 4, 950 20 , 340 18 , 530 10, 630 17, 570 6, 920 10, 5401 5, 150 2 , 900 2 , 850 

容幹積の密全乾度 (g) 

36.2 1 40.9 1 49.2 44.9 42.3 59. 1 30.6 28.9 38.7 42.5 53.3 46.9 42.6 38.2 45.8 1 59.5 33.4 57.0 

o. 3401 O. 388~ O. 362 0.372 0.422 0.424 0.303 0.318 0.330 0.337 0.343 0.337 0.351 0.344 o. 3621 O. 450 0.408 0.406 

3 , 9901 2 , 680: 1, 530 1, 780 1, 510 720 18 , 840 7, 880 2 , 250 6 , 850 4, 090 2 , 720 5 , 640 3.160 3 , 1901 1, 200 1, 280 580 

斡幹vwvののjdwlWw年年ss成金a 乾長丞重(c(Cv量m(EdCIpllEgmggg)) 勺) ) 

1. 301 1. 10: O. 72 0.85 0.96 0.40 2.14 2.00 1. 38 1. 00 0.64 0.76 0.91 1. 33 0.841 0.52 1. 08 0.50 

木 O. 441 o. 431 O. 26 0.32 0.41 0.17 0.65 0.64 0.45 0.34 0.22 0.26 0.32 0.46 0.301 0.23 0.44 0.20 

3 , 8301 1, 890; 1, 140 890 810 410 9 , 940 6 , 260 1, 680 6 , 390 3 , 300 1, 850 5 , 040 1, 840 2 , 1801 550 930 250 

1, 1501 680; 370 315 320 160 2, 690 1, 770 510 1, 080 980 530 1, 650 580 7101 250 380 100 

0.431 0.301 0.19 O. 16 0.22 O. 10 0.34 0.50 0.34 0.31 O. 18 0.17 0.29 0.27 0.211 0.11 0.32 0.09 

w!WS (g!g) O. 121 O. 101 0.06 0.05 0.08 0.03 0.09 O. 14 0.10 0.05 0.05 0.05 0.09 0.09 0.061 0.04 O. 13 0.03 
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林 分 番 7回7 HA2句1 HAト1 HA4-1 HA6 IA1 1A4 MAl-2 MAs-l MAト2 MA3-a MA• 1 MA• 2 NA1-1 NA2-1 NAs 

供試木の直径階 中 中 中 中 中 中 中 大 中 大 中 中 中

幹幹枝条材重材積積量 VV12((ccmmgS) ) 
3 , 350 22 , 330 5 , 550 22 , 550 14, 280 52 , 850 14, 470 76, 550 45 , 420 40, 400 39 , 370 25 , 200 255 , 880 11 , 830 72, 730 

410 3, 880 460 1, 180 1, 280 5 , 170 5, 480 2, 680 5, 240 3, 980 10, 730 1, 550 5, 340 
見巴 技のH生重量 WW(129((g6g)) ) 

3, 779 25 , 830 6, 368 22, 746 7, 639 24, 194 14 , 500] 55, 850 47, 100 43, 700 45800 29, 150 289, 457 24, 850 74, 760 
54.5 51. 7 47.5 61. 7 63. 7 60.8 47.8 I 55.0 58.7 70.6 56. 7 48.4 85.5 62.3 58.5 

300 3 , 524 930 3, 410 1, 001 4, 661 4, 270, 14, 400 9, 700 5 , 300 9, 200 8, 010 16, 500 3, 000 8, 500 

喜郁翠生霊重主量主wgt同dpa) J 
4.3 7.0 6.9 9.3 8.3 11. 7 14. 1 14.2 12. 1 8.6 11. 4 13.3 4.9 7.5 6.7 

培
2, 860 20, 647 6 , 120 10, 680 3 , 360 10, 932 11 , 550 31 , 340 23, 490 12 , 860 25 , 800 23, 090 32, 700 12, 040 44, 450 
41. 2 41. 3 45.6 29.0 28.0 27.5 38. 1 30.8 29.2 20.8 31. 9 38.3 9.6 30.2 34.8 
0.405 0.349 0.358 0.324 0.398 0.305 0.388 0.285 0.305 0.306 0.320 0.387 0.292 0.406 0.322 
1, 360 7, 790 1, 990 7, 310 5, 680 16, 120 5, 610 21 , 820 13, 850 12 , 360 12 , 600 9, 750 74, 720 4, 800 23, 420 

幹斡vvvyglのtwB同年年v町s成金s， 乾長量重(c(m量C吋匂Mzcwlmzglgg)j a) j ) 

1. 17 1. 08 0.91 2. 11 4.33 4.83 1. 25 2.44 1. 93 3. 14 1. 53 1. 09 7.83 0.98 1. 64 

木 0.48 0.38 0.33 0.68 1.72 1. 47 0.49 O. 70 0.59 0.96 0.49 0.42 2.29 0.40 0.53 
1, 290 62.80 1, 540 3, 930 2, 170 9, 840 3 , 820 17 , 770 11 , 520 7, 540 10, 630 7, 290 12, 840 3, 440 16, 030 
470 1, 950 480 1, 160 840 2 , 920 1,230 4, 210 3, 060 2 , 030 2, 970 2, 510 4, 040 1, 230 4, 600 

0.45 0.30 0.25 0.37 0.66 0.90 0.33 0.57 0.49 0.59 0.41 0.32 0.39 0.29 0.36 

w/WS (g/g) 0.16 0.09 0.07 O. 10 0.25 0.26 0.10 O. 13 0.13 0.15 O. 11 0.10 O. 12 O. 10 O. 10 

中本 分 番 1口7 HBト1 HB8-1 HB• 1 HB6 IB1 IB益 MB上2 MB3-1 MBト2 MBトS MB4-1 MB4-2 NB1-1 NB2-1 NBs 

供試木の直径階 中 中 中 中 中 大 中 大 中 中 中

幹幹枝条材重材積積量 VV2出(cmmBB)) 
1, 270 16, 830 7, 880 14, 400 13 , 060 23, 540 7, 810 6, 510 3 , 320 1, 390 25, 640 14 , 020 133, 840 4, 340 56, 310 

190 3 , 480 840 890 930 1, 800 1, 190 960 320 390 2, 610 1, 240 11 , 680 420 3, 760 
対 枝のH生重量 WW2(1%((ggi) ) 

2 , 274 19, 580 8, 639 16 , 398 6, 325 10, 319 7, 800 6, 400 3, 700 1, 600 27 , 980 17 , 660 160, 577 5, 150 61 , 450 
46.0 52.6 52.0 61. 1 59.4 60. 7 46.6 47.8 50.2 37.2 52.4 58.4 79.0 41. 2 64.6 

246 3, 239 1, 320 1, 800 872 2, 113 2, 130 1, 500 720 100 6, 100 9, 800 15 , 075 840 6, 950 

容幹薬積のの密全，，r生Y乾度重数重量R量(WEW((Bc9%m26制? ) >8) 

5.0 8.7 7.9 6.7 8.2 12.4 12.7 11.2 9.8 2.3 11. 4 32.4 7.4 6. 7 7.3 

目召 2, 420 14, 416 6 , 670 8, 660 3, 457 4, 573 6 , 810 5, 500 2, 950 2 , 600 19, 320 2 , 780 27, 500 6, 520 26, 750 
49.0 38.7 40. 1 32.2 32.4 26.9 40.7 41. 0 40.0 60.5 36.2 9.2 13.6 52.1 28.1 
0.440 0.345 0.417 0.374 0.398 0.359 0.366 0.362 0.376 0.399 0.354 0.341 0.355 0.430 0.362 

560 5, 810 3, 290 5, 390 5, 200 8, 450 2, 860 2, 360 1, 250 550 9, 080 4, 780 47 , 510 1, 870 20, 380 

斡斡vwvののldlvvww年年as成a金長乾量重{c(量cmvlmscwlsa d dl(zg} ) ) 

0.52 L 17 1. 18 1. 66 3.78 5.15 1. 15 1. 18 1. 13 0.53 1. 33 5.04 4.87 0.67 2. 11 
木 0.23 0.40 0.49 0.62 1. 50 1. 85 0.42 0.43 0.42 0.21 0.47 1.72 1. 73 0.29 0.76 

320 4, 990 2 , 310 4;010 1, 560 5 , 240 2 , 070 1, 950 820 420 6, 080 3 , 250 8, 070 1,000 8, 140 
130 1, 470 830 1, 430 580 1, 880 620 650 280 160 1, 920 980 2, 460 410 2, 770 

0.13 0.35 0.35 0.46 0.45 1. 15 0.30 0.35 0.28 0.16 0.31 1. 17 0.29 0.15 0.30 

wjW3 (g/g) 0.05 0.10 O. 12 O. 16 0.16 0.41 0.09 O. 11 0.09 0.06 0.09 0.35 0.08 0.06 0.10 
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林 分 番 1口王 OA3 OA4 OA4 OA4 OA� PAト8 QA1-1 QAl-2 QA5-1 QAト2 RA2 RA3 RA3 RA3 

供武木の直径階 中 大 中 中 中 中 中 大 中

肥 斡斡枝条材重11材積穣量 VV12VwCcl 剛m 凶mdgg3a)) ) } 

10, 740 27 , 460 17 , 580 13 , 160 45 , 520 26, 960 9, 580 2, 880 55 , 100 22, 630 9, 380 19 , 380 5 , 870 2, 270 
1, 540 4, 470 2, 520 1, 860 3, 420 1, 450 1, 290 580 3, 460 3, 110 960 4, 870 1, 880 540 

29, 300 32, 900 20, 200 15 , 100 39, 200 19, 300 10, 875 4, 180 55 , 290 26, 890 11 , 920 21 , 320 6, 780 2, 790 
66.0 49.6 72.1 59.2 61. 2 54.1 47.3 48.0 69.3 52.0 56.2 39.6 39.2 38.3 

枝の生重量 2, 890 5, 800 2, 350 1, 800 5, 000 2, 400 2, 280 602 6 , 520 6, 080 1, 180 6, 980 1, 890 790 

培 斡容相積の全密"H手度乾重数重量R量(WZ1W同I叩cBm() g 回j 

6.5 9.0 8.4 7. 1 7.8 6.7 9.9 6.9 8.2 11. 7 5.6 13.0 10.9 10.8 

12 , 200 26, 700 1, 450 8, 600 19, 800 14, 000 9, 850 3, 928 17 , 960 18, 800 8 , 120 25 , 490 8, 620 3, 710 
27.4 41. 3 19.5 33.9 30.1 39.2 42.8 45.1 22.5 36.3 38.3 47.4 49.9 50.9 

0.380 0.323 0.327 0.309 0.340 0.342 0.372 0.384 0.252 0.354 0.371 0.334 0.363 0.383 

4,080 8, 870 5 , 750 4, 070 15 , 480 9, 220 3, 560 1, 110 13, 890 8, 010 3, 530 6, 470 2 , 130 850 

斡斡vVwj￠のEwIlv年W年vaga成全乾長量重{c{量cmV(tmg4'cwIlam2gil0ga ) 可j 

0.88 1. 03 1. 14 1. 53 2.30 1. 93 0.97 0.73 3.07 1. 20 1. 15 0.76 0.68 0.61 

木 0.33 0.33 0.37 0.47 O. 78 0.66 0.36 0.28 0.77 0.43 0.44 0.25 0.25 0.23 

3, 920 8, 380 5 , 970 4, 270 8 , 670 8, 080 1,010 460 8, 430 7, 140 2, 370 6, 330 1, 830 700 

2, 370 1, 700 1, 190 2, 650 2, 320 360 170 2 , 120 1, 940 830 1, 920 660 250 

0.32 0.31 0.39 0.50 0.44 0.58 0.10 0.12 0.47 0.38 0.29 0.25 0.21 0.19 

w/W3 (gfg) 0.10 0.09 O. 11 0.13 0.13 0.16 0.03 0.04 0.12 0.10 0.10 0.08 0.081 0.07 

林 分 番 一口τ"Î OB3 I OB壬 OB4 QBト1 QBM1QBH|QBMlRB21RBS RBa i RB3 
供試木の直径階 中大 中 小中 l 小 中 小!中|小中大 中

幹条材:翁積量量vVz，WW((cc1倒mmd(Egggq ) ) ) 

3, 1101 14, 260 10, 420 4, 9501 29, 230~ 8 , 363 8 , 670 ぃ00ω~i ~' ~~~i ~~: !~~I ~~: ~;~ 
5, 310 1, 450 

2, 0801 2 ,070 1, 610 間~， ?~?I . -~~? 1, 660 8001 3001 7601 2 , 4301 3, 340 1, 010 520 

対 幹枝 重 3, 8001 16, 200 13, 000 6, 5001 33 , 500i 10, 500 10, 400 4, 6901 7, 7401 3, 990: 10, 8901 13, 120 6, 900 2, 060 

校の生重
42.8 52.0 50.9 55.5 59.8 47.9 38. 1 42.6 65..2 37. 1 38.5 40.0 43.0 36.5 

1, 100 2, 750 2 ,200 430 5, 000 1, 300 3, 630 960 630 1, 240 3, 120 4, 140 1, 620 790 

容斡薬積7の金損H，F生存肢乾電数重量R量bWgIW{Cis%Mmg包)) ) 可} 

12.3 8.8 8.6 3. 7 8.9 6.0 13.3 8. 7 5.3 11. 5 11. 0 12.6 10.2 14.0 

日召
4, 000 12, 150 10, 300 4, 770 17 , 500 10, 100 13 , 300 5, 370 3, 500 5 , 540 14, 260 15 , 550 7, 340 2, 800 
44.9 39.0 40.3 40.8 31. 2 46. 1 48.6 48.7 29.5 51. 4 58.4 47.4 46.3 49.6 

0.444 0.326 0.437 0.425 0.411 0.369 0.389 0.410 0.401 0.307 0.375 0.414 0.403 

1, 380 
4, 6507B 1 i 

4, 560 2, 100 9, 850 3, 440 3, 200 1, 400 2, 840 1, 370 3,080 7, 120 2, 200 580 

斡斡vWvののjdYv川年v年wza成z金長乾量重(c(cm量v(gnacwllamggl(gz) ) E) ) ) 

0.79 1. 1 1. 01 1. 04 1. 67 0.83 0.65 ~. ~71 1. 98; 0.62 0.70 1. 22 0.72 0.52 

木 0.34 O;._~~i 0.44 0.44 0.56 0.34 0.24 0.25 0.22 0.46 0.30 0.21 

479 1, 680 1, 330 6 , 020 2, 450 1, 230 800 1, 830 740 3, 590 6 , 660 1, 540 570 
190 760 510 510 1, 700 930 430 290 650 270 1,020 2,220 570 220 

O. 12 0.24 0.16 0.28 0.34 0.24 0.09 0.15 0.52 0.13 0.25 0.43 0.21 0.20 

wfW3 (g/g) 0.05 0.06 0.05 O. 11 0.10, 0.09 0.031 0.051 0.181 0.04 0.07 0.141 0.08 0.08 
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林分番号 SA1-1 I SAト2 SA2-2 I SAトS SA8-1 

A21MH|SAH|~|SAN|sh1  

SAS-2 

供試木の直径階 大中 中小 大 中小大中小大 中

肥 幹枝幹条材重M材積積量量VVa2WW4(cL({Zzz%ZZ(11gg8E}) ) ) ) 

15 , 190 1 8 , 170 88, 380 151 , 920 85 , 420 6叩 3仰o pm3Mof9， 1403山 17 , 290 
2 ， 270 ー 9, 950 15 , 170 7, 980 7, 050 1 1, 850 13 , 510 14, 270 12, 150 13, 250 2, 240 
民間 |叫棚 82, 6~~. 167 , 7~~ 84, 019 65 ， 1∞ |44， 05054， 62042， 14022， 9503l ， 840 17 , 160 

58.7 1 48.4 56.1: 63.9 67.1 49.6 
枝の生重 3 , 490 1 2 , 300 18 , 200 110, 800 12 , 500 10, 000 4, 600 1 6 , 800 1 7, 500 '3 , 300 I 5, 750 5 , 220 

培蓄葉後のの密全がM生乾度重数重量R最匂W/W((Cg9%mg6(g}? ) 司? 

12.2 10.7 12.4 1 10.2 10.0 15. 1 10.4 1 7.2 1 8.0 1 10.7 , 8.5 I 9.2 
8, 350 1 8 , 800 46 , 400 127 , 400 28 , 700 21 , 300 114, 900 123 , 200 120, 800 ,1 2, 800 124, 750 12, 210 

29. 1 1 40.9 31.5125.9 22.9 22123527429513271397  35.3 
0.3211 0.364 0.317 0.3251 0.350! 0.3281 0.3381 0.3421 0.357 0.368 

4, 880 I 2, 970 27 , 130 118 , 690 27 , 080 19, 520 12,04017, 880 12, 99016J50 1o, 760 6 , 360 

木幹幹vvWののluWjwv年年vsa成金s 乾長量重(量Ccv包Udc制IlNlE皿gg)句) ) ) 

1. 81 1 0.92 1. 90 1 1. 89 2.97 1. 41 
0.58 1 0.34 0.58 1 0.68 0.94 0.91 1 0.80 1 0.77 1 0.62 1 0.51 1 0.43 0.52 

4, 160 I 2, 320 13, 070 1 7, 070 1, 360 5, 010 13 , 450 19, 830 15 , 820 13 , 200 111 , 400 3 , 190 
990 750 400 1, 660 11 , 170 12, 850 11 , 760 990 13, 610 1, 020 

0.49 1 0.26 0.28 1 0.25 0.04 0.26 

w/W8 (g/g) 0.12 1 0.09 0.07 1 0.09 0.01 0.08 I 0.08 I 0.12 I 0.08 I 0.08 I 0.15 0.08 

林分番号 SBト1 SBト1 SBト2

供"1>t木の直径階 大 中中小大|中小|大中小 大 中

斡斡枝伎条の材重H材生積積重量量VVdWWccz開mmz凶回a可) q 

20 , 680 9 , 710 155 ， 9∞ 193， 73075， 80053， 770132J006OA5025， 23022， 540 18, 470 8, 540 
3 , 430 - W O  M70 l M70 l 仰o 1, 840 i7 ， 8~0 ， 4， ~50 1, 850 2, 140 1, 350 

対 22 , 190 
11. 200 173. 7叩出問 U310 「F 四 i…… 24 拙 W 19, 290 9 , 850 

51. 3 47.9 1 74.4 1_ 71.2 1 70.2 1 62.5 69.2 1 58.5 1 48.9 54.8 51. 6 45.7 
5 , 900 6 , 160 1 6 , 400 1 5 , 800 1 8 , 900 110, 400 1 4, 800 :12, 100 1 6 , 500 4, 300 3 , 750 2, 320 

H 重設E重女量R量(WgIW(dC(矧9I6gn依) ) g 

13.6 26. 3 1 6. 4 1 7. 5 1 1ω10.9ω1__ _!~. 9 1. _ _!~. 1 _!~. 0 10.0 10.8 

mt 築の生 15 , 200 6 叫o 119.000 …一 5蜘 16 醐「剛 1山 11 叩 14, 350 9 , 380 

幹容積の密全乾度 (g) ) 

35. ) 25.8 1 19・ 221.318.926.623.930.638.0133.2 38.4 43.5 
0.374 0.3241 0.3301 0.3661 0.253! 0.3441 0.328! 0.3141 0.376! 0.391 0.357 0.375 

7, 730 3.1羽山 H310-118瑚… 19 岬 9 棚 8.810 6, 590 3, 200 

草vVwl21w1lW2wg2Es重量(c(mc(ddgZlgglEa) ) i 
1. 36 1. 60 1 2.94 1 5.64 1 4.92 1 2. 12 1 1. 97 i 1.78 1 1 引1.89 1. 28 0.91 

木 0.51 0.521 0.971 2.07 1 1.25! 0.73 1 0.651 0.561 0.501 0.74 0.46 0.34 
4, 240 3 , 090 --1 3, 540'" 1 2, 780 15 , 590 ! 6, 950' -14, 520' _. 17 , 190" 1 3 , 630 : 1, 85C 3, 920 2, 330 
1, 400 860 11 , 020 1 990 11 , 320 2, 240 11 , 440 12, 120 11 , 250 700 1, 350 750 

0.27 0.51 I 0.181 0.161 0.36 I 0.27 1 0.271 0.21 1 0.191 0.15 0.27 0.24 

wlW3 (g/g) 0.09 0.141 0.05 1 0.06 I 0.09 I 0.09 1 0.09! 0.06 i 0.07 1 0.06 0.09 0.08 

山岡月 IJ県府
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林 fノ、J 番 1問7 TAト2 TAト1 TA2-2 TAト1 TAg句2 TA十1 TA• 2 TA�-1 TAト2 TA5-3 UAl-2 UAトI UAト2 UAトS

供試木の直径附 中 大 中 大 中 中 大 中

斡枝幹枝条の材重M材生積積量重量VV2zWWd(ccd1(mm9(g6g'g)j j ) ) 

4, 370 28 , 470 8, 650 8, 410 4, 180 3, 450 1,200 10, 280 5, 380 2, 650 19, 620 17, 710 8, 210 4, 660 
100 2 , 230 610 690 280 250 210 1, 150 530 340 2, 630 2, 550 2, 770 930 

目巴 5 , 361 35. 750 11 , 930 9, 290 4, 965 3.980 1, 480 11 , 690 6 , 105 3, 300 23, 600 20, 500 10, 178 5, 850 
51. 6 53.8 55.2 39.5 45.5 36.4 25.9 48.3 45.3 33.4 48.7 50.0 46.0 42.2 

758 3, 780 1.520 1, 400 640 625 460 1, 900 1, 070 1, 090 4, 890 3, 150 2, 100 1, 100 

" (%) 7.3 5. 7 7.0 5.9 5.9 5.7 8. 1 7.8 7.9 11. 0 10. 1 7.7 9.5 8.0 

士宮; 塁棄間のの全r生'乾醐重重量R量包WW(cd%mg{E)) 司) 

4.370 26, 880 8, 160 12, 860 5, 300 6, 340 3, 760 10, 640 6, 310 5, 500 19, 970 17 , 300 9, 830 6, 900 
42. 1 40.5 37.8 54.6 48.6 57.9 66.0 43.9 46.8 55.6 41. 2 42.2 44.4 49.8 

0.397 0.389 0.424 0.419 0.375 0.398 0.443 0.390 0.443 0.466 0.358 0.363 0.443 0.413 

1, 730 11 , 070 3, 670 3, 520 1, 570 1, 370 530 4, 010 2, 380 1, 230 7, 020 6, 430 3, 640 1, 920 

木草VWののzllw伺年Wa全S (c量c司、包m、acwlhtggtz} ) 
) 
) 

1. 00 1. 06 1. 06 1. 65 O. 79 0.54 0.32 0.97 0.85 0.48 0.98 1. 02 0.84 0.68 

0.40 0.41 0.45! 0.27 0.30 0.22 O. 14 0.38 0.38 0.22 0.35 0.37 0.44 0.28 

長量 1, 200 7, 480 2, 010 1, 900 1, 100 960 370 3, 340 1, 670 690 6, 110 5, 220 2, 680 1, 530 

乾重 450 2, 600 770 770 410 350 160 1, 250 650 330 2, 000 1, 700 1, 100 560 

v/WS ( 0.27 0.28 0.25 O. 15 0.21 O. 15 O. 10 0.31 0.26 O. 13 0.31 0.30 0.27 0.22 

w/WS (g/g) 0.10 0.09 0.09
1 

0.05 0.07 0.06 0.04 O. 11 0.10 0.06 0.10 0.09 O. 11 0.08 

林 分 番 τ口玉 TBl-2 TBz-1 TBz-z TBs-1 TB3-2 ! TB• 1 TB4-2 TB5-1 TBト2 TBトS UB1-Z UB8ω1 UB3-2 UB8-3 

供試木の直径階 中 中 大 中 大 中 中 大 中

幹条材材積積量 V1(cm3) 1, 900 12, 660 5, 280 3, 770 1, 790 2, 130 810 5, 340 2, 400 890 1, 740 13, 940 6, 940 2, 210 

幹枝 Vz~cm3) 60 650 380 400 90 320 30 1, 150 180 110 120 2, 910 1, 240 290 

対 重 W(1%(g) 2, 342 16, 890 7, 010 4, 248 2, 395 2, 840 1, 320 2, 840 3, 110 1, 175 2, 765 17, 100 8, 920 2, 800 
42.0 58.5 42.2 37.4 38.5 33.6 34.3 33.7 47.1 27.8 50.2 51. 7 44.8 41. 5 

枝の生重量 Wz(g) 183 1, 090 1, 080 790 202 820 90 820 340 220 117 3, 450 1, 650 250 

" (%) 3.3 3.8 6.5 6.0 3.3 9.8 2.3 9.7 5.2 5.2 2.1 10.4 8.3 3.7 

.~~ 
葉の生重量 W3(g) 3, 045 10, 865 8, 510 6, 310 3, 620 4, 780 2, 440 4, 780 3, 150 2, 835 2, 620 12, 550 9, 350 3, 700 

容幹積密全が乾度数R量(gl(c%m) S) 54.7 37.7 51. 3 55.6 58.2 56.6 63.4 56.6 47.7 67.0 47.6 37.9 46.Q 54.8 

0.455 0.361 0.456 0.374 0.476 0.429 0.534 0.408 0.466 0.480 0.366 0.356 0.422 0.378 

の重 W(g) 860 4, 570 2, 410 1, 410 850 910 430 2, 180 1, 120 430 640 4, 960 2, 930 840 

幹斡wvののdjw年w年s成金s 長量(ccmV最(m1gsc制jlg副mgjg g ) s) 

0.62 1. 17 0.62 0.60 0.49 0.45 0.33 1. 12 0.76 0.31 0.66 0.11 0.74 0.60 

木 O'， ~~I 0.42 0.28 0.22 0.23 0.19 O. 18 0.46 0.36 0.48 0.24 0.40 0.31 0.23 

450 2, 720 1, 330 780 630| 710 280 1, 570 710 310 330 3, 630 1, 920 690 

乾重 ) 200 840 660 280 290 ]50 600 320 150 110 1, 130 740 250 

v/WS (cms/g) O. 15 0.16 O. 12 O. 15 O. 11 0.33 0.23 O. 11 0.13 0.29 0.21 0.19 

w/WS (g/g) 0.06 0.07 0.07 0.04 0.08 0.06 0.06 0.12 0.10 0.05 0.04 0.09 0.07 0.06 

口山県島広月 IJ県月:J
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林 分 番 口'7 VAト1 VAト1 VA• 1 VAト1 WA2-2 WAト1 ZAS-l ZAト8

供試;;t去の直径階 中 中 中 中 中 中 中中大小 大

幹幹枝条材材積積量 VV 1(cmS) 
60, 790 62, 160, 112, 390 20, 340 18, 990 9, 930 16, 6901 131 , 5001 94, 8101 36, 710 155, 020 46, 760 

8, 900 6, 320 10, 890 1, 760 1, 340 450 5, 400 12, 160 11 , 420 2, 320 10, 910 3, 000 

肥重 2wW(c開nddEgm O ) 76, 900 72, 880 121 , 150 24, 700 21 , 350 10, 550 31 , 000 161 , 745 104, 724 38, 795 181 , 996 58, 110 

校の生重量
59.3 66.5 22.8 61. 6 54.5 40.3 51. 3 80.2 62.3 71. 8 74.3 71. 7 

14, 750 9, 550 15, 600 2, 950 3, 080 1, 130 6, 503 13, 200 22, 700 3, 700 18, 900 7, 700 

楠格件葉制ののi密全P伊生度乾草酒4室最R長(WgfW国(cz%(mgtg)) ) 円) 

11. 4 8. 7 2.9 7.4 7.9 4.3 10.8 6.5 13.5 6.9 7.7 9.5 

38, 100 27 , 050 39, 550 12, 430 14, 730 14, 500 22, 938 26, 700 40, 700 11 , 500 44, 100 15, 200 

29.3 24.8 74.3 3し O 37.6 55.4 37.9 13.3 24.2 21. 3 18.0 18.8 

0.325 0.347 0.317 0.327 0.336 0.385 0.333 0.331 0.316 0.337 0.304 0.322 

19, 760 21 , 570 35, 630 6, 650 6, 380 3, 820 5, 560 43, 530 29, 960 12, 370 47 , 130 15, 060 

器、v吋Vvののlzwjl年Ww年a成s金s 長乾量({kECv最m(mUkwj3りg凶/(凶gω gω ) ) ) 

1. 60 2.30 2.84 1. 64 l. 29 0.68 o. 73 4.93 2.33 3.20 3.52 3.08 

木 0.52 0.80 0.90 0.53 0.43 0.26 0.24 1. 63 0.74 1. 08 1. 07 0.99 

9, 870 7, 230 10, 270 3, 340 5, 740 2, 340 4, 450 11 , 790 18, 860 3, 840 16, 270 5, 870 
3, 270 2, 410 3, 280 980 1, 650 780 1, 290 3, 740 4, 720 1, 130 4, 390 2, 010 

0.26 0.27 0.26 0.27 0.39 o. 16 0.19 0.44 0.46 0.33 0.37 0.39 

w/W3 (gfg) 0.08 0.08 0.08 0.07 0.11 0.05 0.05 o. 14 0.11 0.09 0.09 0.13 

一一一一一一 一 一一

林 分 番 『，J1 - VB2-1 VBa町1 VB十1 VBト1 WB2-2 WB�-1 YBH YB2-2 ZB2-1 ZB2-3 ZBト1 ZBトS

1共試木の直径附 大 大

幹幹枝条材重材秘積量 VVB1((cc n18) 
42 , 030 34, 490 43, 170 15, 470 19, 020 16, 580 10, 720 73 , 530 84, 730 19, 370 65, 570 15 , 530 

対 Wm1(gS)) 
3 , 330 5, 400 ~， ~~~i 1, 680 810 2, 840 2 ,620 1, 540 8, 410 2, 660 8, 570 2, 510 

50, 210 45 , 380 56, 300 19, 300 21 , 180 20, 840 12, 295 86, 050 96, 850 26, 211 71 , 250 16, 100 

F1V(B9(6g ) 
70.5 58.2 75.2 61. 5 71. 8 50.7 41. 1 77.6 66.7 61. 4 61. 0 42.4 

校の主主軍最 ) 5, 000 7, 950 3 , 550 2, 450 1, 690 5, 400 3, 240 7, 110 15, 600 4, 950 16, 000 5, 300 

重Esi激量R最(WgjWCdgm(z) te 

7.0 10.2 4.8 7.8 5. 7 13.1 10.8 6.4 10.7 11. 6 13.7 13.9 

日現葉の生 16, 000 24, 700 9, 640 6 , 630 14, 900 14, 380 17 , 700 32, 800 11 , 550 29, 500 16, 600 

容幹積の密全乾度 (g) ) 

22.5 31. 6 20.2 30.7 22.5 36.2 48.1 16.0 22.6 27.0 25.3 43.7 

0.337 0.393 0.35 0.361 0.287 0.343 0.374 0.362 0.308 0.409 0.364 0.350 

14, 160 13, 550 15 , 11 5, 580 5, 460 5, 690 4, 010 26, 620 2, 510 7, 860 23, 870 5, 440 

木 4幹twv、w字￠のハ，llvWWw年年a85成金s 乾長尿屯((cc量vm(mgC(wgl1Emgglggt} ) 内) )) l | 

2.63 1. 40 2.87 1. 60 2.87 1. 11 0.75 4.15 2.58 1. 68 2.22 0.94 

0.89 0.55 1. 00 0.58 0.82 0.38 0.28 1. 50 0.77 0.68 0.81 0.33 

6, 490 6, 630 4, 160 3, 810 2, 190 3 , 940 2, 950 5, 860 5 , 270 2, 220 9, 080 2, 850 
2, 100 2, 510 1, 450 1, 220 640 1, 270 1, 050 2, 270 1, 660 1, 000 2, 870 1, 010 
0.41 0.27 0.28 0.40 0.33 0.26 0.21 0.33 0.16 0.19 0.31 0.17 

o. 13 0.10 0.09 0.12 0.09 0.08 0.07 o. 12 0.05 0.08 0.09 0.06 

島児鹿県崎長よ畏高知県媛愛JlIJ 

Tabl巴 6.
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生産性指標についての肥陪木と対照木の比率 (102事例におけあ施11巴効率)

よエ:亡 4
100 150 200 300 40 コ 500 1000 1500 2000 2500 4000 5000 100~ 

50~99 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 総計-
149 199 299 399 499 999 1499 1999 2499 3999 4499 5499 N % 

幹材積 V1 17 25 23 26 6 5 85 83 102 

校条材積 V2 3 22 21 15 20 9 11 76 75 101 

校条率 V2/V1 10 47 27 9 3 3 3 45 44 102 

幹の生重量 W1 15 26 26 24 2 2 5 1 l 87 85 102 

枝の生重量 W2 3 22 25 16 16 7 6 3 2 l 77 75 102 

葉の生重量 W3 18 39 22 14 2 l 5 83 81 102 

容積密度数 R 69 33 33 32 102 

皇議斡室の思昔乾議話草り重りVW量1lmW Wa 

17 30 24 23 l 2 3 85 83 102 

4 28 39 24 5 1 70 69 102 

4 33 45 15 3 1 65 64 102 

幹の年容積成長量 v l 17 21 22 21 11 3 3 l 2 84 82 102 

幹の年重量成長量w l 17 25 19 23 11 3 2 l 84 82 102 

護事韓lE護議室長員wvllWWss 

3 26 38 19 14 2 73 72 102 

3 27 37 21 13 l 72 71 102 

7. Tadle 

独
5
N
h
叩

施肥の繰返しによる肥培木と対照木の生産性指標の変化

数: 1 回

ぷに
100 150 200 300 400 500 1000 1500 2000 2500 4000 5000 100~ 

~49 50~99 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 総計
149 199 299 399 499 999 1499 1999 2499 3999 4499 5499 N % 

7 17 10 17 3 47 87 54 
13 13 10 11 4 l 2 41 76 54 

4 30 11 5 l l 2 20 37 54 
10 12 17 13 2 44 81 54 

l 12 15 9 6 7 3 1 41 76 54 
l 9 25 10 9 44 81 54 

37 17 17 31 54 
11 16 14 13 43 80 54 

19 21 11 3 35 65 54 

回1]巴施

8. Tabl巴
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数: 2 回

7 4 B 5 2 20 74 27 

2 7 6 3 3 3 l 16 64 27 

3 12 8 2 l 12 44 27 

4 9 5 7 l 23 85 27 

B 7 3 6 l 18 67 27 

7 8 9 2 l 20 74 27 

18 9 9 33 27 

4 10 6 5 2 23 85 27 

2 6 11 7 19 70 27 

7 13 3 2 l 19 70 27 

幹の年容積成長量 V 3 5 9 4 5 l 24 89 27 

年生年生幹薬容重葉同1量積1年gEE成成当当重長長たた量量量成りり 長量W
2 9 6 5 4 l 25 93 27 

v/W3 2 12 7 5 24 89 27 

w/Ws 2 12 7 5 24 89 27 

回E゚ 施

l
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数: 3 回以上

4 3 5 4 l 1 2 17 81 21 

2 2 2 6 2 1 3 l l 18 86 21 

3 5 B 2 2 l 13 62 21 

l 5 4 4 l 4 l 20 95 21 

l 2 3 4 4 2 2 2 l 18 86 21 

2 6 3 3 2 l 4 19 90 21 

14 7 7 33 21 

2 4 4 5 1 2 1 19 90 21 

2 3 7 6 2 16 76 21 

6 7 6 14 67 21 

幹の年容積成長量 V 1 3 3 7 2 3 20 95 21 

生年生年幹葉薬容重の積1I重年RE成成当重当長長たた量量量成りり 畏量W
1 3 4 6 2 3 2 20 95 21 

v/Ws 5 6 4 4 1 15 71 21 

w/W3 5 8 2 5 15 71 21 

回11巴方証
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(5) 枝の生重量 (W2) については， ßE培木がその対照木より大きくなる例は， 調査した 102 例のうち

77例で、75%にあたり，対照木にたいする肥培木の相対的な価は最大5000~5499の範囲にまであらわれてい

る。

(6) 葉の生重量 (Ws) については，肥培木がその対照木より大きくなる例は調査した102例のうち83例

で819百にあたり，対照木にたいする肥培木の相対的な値は最大500~999の範囲にあらわれてし、る。

(7) 容積密度数 (R) については，肥培木がその対照木より大きくなる例は 102 例のうち 33例で32~杉，

肥培木がその対照木より小さくなる例は， 69例で68%にあたり，肥培木の容積密度数はその対照木より小

さくなる傾向がみとめられる。しかし，対照木にたいする肥培木の相対的な値はすべて 50~149 の範囲内

にあらわれており，容積密度数の絶対値における変動の範囲はかなり小さい。

(8) 供試木の幹の平均容積密度数と幹材積から算出した幹の乾重量については，肥培木がその対照木よ

り大きくなるものは 102 例のうち85例で83%にあたっている。対照木にたいする肥培木の相対的な価はそ

の大半が100~299の範囲にあらわれており，この比率が 300 以上の範囲にあらわれてくるものは総数の約

8%にすぎない。

(9) 葉の生重量 (Ws) にたいする幹の総成長量(容積成長量 V1，重量成長量 W) の比 V1!WS と

W!W3 については，肥培木がその対照木より大きくなるものは，調査した 102例のうち前者では70例， 69 

%，後者では65例， 64%にあたっている。このことは，幹材積 (V1 ) とその乾重量 (W) について，施肥

効率の増加がみられたものがいずれも 839五にあたっていたことと関連して考えると，生葉重量くWs) g あ

たりの総成長量の換算1直はたんなる見かけの成長量の施JlE効率にくらべてかなり低くなっており，この傾

向は容積重にくらべて重量換算値 (W!Ws) により明りようにあらわれていることになる。

(10) 幹の年成長量(容積成長量 v cms, 重量成長量 w g) については， 肥培木がその対照木より大

きくなるものが，いずれも 102 例のうち84例で82%にあたっており，対照木にたいする肥培木の相対的な

i直はその大半が100~399の範聞にあらわれ，最大の出現域は1500~1999の範囲にあらわれている。

(11) また，生葉重量 (Ws) g にたいする幹の年成長量(容積成長量 v!Ws，重量成長量 w!W3) につ

いては，肥培木がその対照木にくらべて大きくなるものは 102 例のうち前者では73例， 729百，後者では72

例， 71%で，その施肥効率の増加率はほとんど変わらないが，対照木にたいする肥培木の相対的な1直は最

大300~399の範囲にあらわれている。

(12) 肥培木と対照木の生産性に関する測定事項の比率を，施11巴回数の異なる林分べつに集計してみると

Table 8 にしめすように，幹の生重量 (Wl) ， 幹の乾重量 (W)， 生薬重量と幹材積の比 (V1!WS)，幹

の年材積成長量 (v) ， と年重量成長量 (w) などの生産性をしめす事項については，施肥の繰返し回数によ

ってその施肥効率が 100 以上になる頻度はあきらかに増加しているが，その他の事項については施肥の繰

返しによる施肥効率への影響はあきらかでない。

(13) 肥培木の幹の生産性をしめす指標について対照木との相対値をもとめ，施肥回数の異なる林分べつ

に集計してこの相対値の平均をもとめると Tabl巴 9 にしめすように，校条率と幹の容積密度数の相対値

の変化を除し、ては，いずれも施肥の繰返しによって肥培木に関する相対値の増加の傾向はあきらかにみと

められる。この施肥回数べつの変化の傾向を概観して，幹の生重量，校の生重量，葉の生重量などにおけ

る相対値の見かけ上の増加にくらべて，幹材積/葉の生重量，幹重量/葉の生重量，生葉 19 当たりの年

容積まナこは重量成長量等に関iする相対値の増加はかなり低いものであった。
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Tabl巴 9. 施肥の繰返しによる肥培木の相対的

生産性指標の変化

孟ι云F??」 l 回 I 2 回 1 3 叫
幹 材 積 V1 195 248 453 

枝 条 材 積 Vs 236 348 453 

中支 条 率 V2/Vl 188 179 169 

幹の生重量 W1 203 219 514 

枝の生重量 W2 235 431 685 

葉の生重量 Ws 167 195 329 

容積密度数 R 125 125 125 

幹の乾燥重量 w 187 269 441 

生業Ig当たり容積成長量 V1/Ws 154 155 202 

生業Ig当たり重量成長量 W/Ws 139 160 170 

幹の年容積成長量 v 217 283 449 

幹の年重量成長量 w 212 268 296 

生葉Ig当たり年容積成長量 v/ws 165 171 193 

生葉Ig当たり年重量成長量 W/W8 164 171 182 

2.4. 施肥による年輪構造・容積密度数・心材化の変化

各供試円板における年輪について，第 1 回目の施肥年における年輸を 0 年とし，その外側にこれからの

経過年数によって1. 2, 3，……年としてしめし，対照木についても，この肥培木の施肥の初年度に対応す

る年度に形成された年輪に同ーの符号をつけ，肥培木の施肥年度と対照木のこれに対応する年度べつに，

年輪幅，年輸の半径方向にしめる樹脂帯の比率，容積密度数の測定値を比較し，各事項について対照木の

測定値を 100 として肥培木の測定値をその相対的な値としてしめした。

これらの比較値は施肥の繰返し回数べつに集計したが，この場合に 2 回以上の施肥を繰り返したものに

ついては最初の施肥年度を O 年とし 2 回目以後の施肥年度の影響を無視して，たんに 2 回施IJ巴， 3 回以

上施肥として取り扱うにとどめた。

ここで，集計した試料は，すでに Table 3 , 6 などで、集計されている肥培木，対照木各 102 個体で 1

団施肥のもの15県各57個体， 2 回施肥のもの 8 県各24個体 3 回以上施肥のもの 8 県，各21個体であるが，

この施肥回数べつに区分した供試木の円板における年輪についての測定値を施肥年度またはその対応年度

べつに集計したものである。

2.4.1. 年輪幅の変化

肥培木の施肥年度と対照木のその対応年度べつに年輪幅の測定値を集計して， その算術平均値をもと

め，各年度べつの対照木の年輪幅の算術平均値を 100 として，肥培木の年輪隔の算術平均値をこれに対す

る相対的な値としてもとめ， 施肥による年輪幅の変化をしめすものとして Table 10 にしめした。その

結果は次のとおりである。

(1 )施肥 1 回のものについてみれば，施肥による年輪幅の増加は施肥年度 1 年(施肥の翌年〕に最大に

なり， その後， この増加率はしだいに小さくなっていくが， その施肥効率はかなり長期間(施肥年度 9

年，施肥をしてから10年間〉にわたってみとめられている。

(2) 施肥 2 回， 3 回以上のものについては，観察した約10年間の期間ではいずれもあきらかな施肥効率
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Table 10. 施肥年度べつの

l 回施肥 2 回 施 ftE 

肥培木対照木比率 目巴 培 木 対 R現 木 比率|

釘 I N I Av I N I % N N /。/。

mm  I I mm  I 

。 2.8 60 2.7 52 104 3.2 27 3.6 28 90 
l 4.6 67 3.2 66 144 4.0 36 3.6 36 110 
2 5.0 92 4.0 80 125 4.8 42 4.1 43 120 
3 6.2 103 4.7 93 132 5.0 52 4.8 46 100 
4 6.1 104 5. 1 99 120 5.4 52 4.8 51 110 
5 6.2 91 5.4 91 115 6.3 53 5.3 52 120 
6 5.6 84 5.2 82 108 6.2 50 5.1 51 120 
7 5.6 64 5.5 66 102 6.6 50 4.8 51 140 
8 5.9 42 5.6 42 106 6.4 42 4.4 44 150 
9 5.5 31 5.5 30 100 7.1 23 4.5 26 160 
10 5. 7 18 6.2 18 92 5.9 22 4.0 24 150 
11~ 3.8 87 3.9 84 97 4.7 48 3.5 27 130 

Table 11. 施肥年度べつの

回 方面 日E 2 回 施 RE 

』巴 培 木 対- 日吉 木 比率 目巴 培 木 対 p.? 木 比率

N N % N N % 

% % % % 

。 62 41 51 31 121 63 20 59 28 107 
57 55 50 47 114 65 31 63 34 103 

2 57 73 52 65 110 63 38 68 39 93 
3 56 90 55 71 101 58 42 55 44 106 
4 52 91 54 82 92 54 48 50 47 108 
5 51 78 51 76 100 55 48 47 50 117 
6 47 70 46 66 102 49 47 38 51 129 
7 42 50 46 47 91 48 49 38 50 126 
8 34 39 42 36 81 46 40 37 42 124 
9 36 29 45 26 80 44 23 36 24 122 
10 41 16 43 16 98 35 22 37 21 95 
11~ 35 73 33 66 106 39 46 40 21 98 

Table 12. 施肥年度べつの

l 団施肥 2 団施肥

日巴培木 対照木比率 肥培木対照木比率

加 I N お I N I % 加 I N I Av I N I % 

Iψ kg/mal I kg伺31
。 407 39 433 35 94 388 16 398 18 97 

1~ 2 390 63 416 ー 51 93 381 28 388 32 98 
3~ 4 366 80 374 66 98 360 41 374 43 96 
5~ 6 348 67 365 60 95 347 49 350 50 99 
7~ 8 319 51 337 54 95 330 51 336 50 98 
ヲ~10 301 24 323 24 93 302 26 320 23 94 
ll~ 291 44 310 46 94 303 32 327 32 93 
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年輪 l隔の変化

3 回以上施 11巴 ﾅｭ
口

号
日

肥 i吾 木 対 日召 木 比 土芸 木 先I H召 木 lt 率

Av N Av N % Av N Av N % 

立1m mm  

2. 7 16 2.9 21 3.8 103 3.0 127 
4.2 24 3.2 26 131 4.4 127 3.3 128 133 
6.3 32 4.1 29 154 5.2 166 4.1 152 127 
7.7 36 4. 7 37 164 6.1 191 4.7 176 130 
7. f. 37 4.6 39 157 I 6.1 193 4.9 189 124 
8.6 34 5.1 39 169 6.7 178 5.3 182 126 
8.3 38 4. 7 41 177 6.4 172 5.1 174 125 
7.8 35 4.6 40 170 6.4 149 5.0 157 128 
6.3 36 4.0 41 158 6.2 120 4. 7 127 132 
5.9 18 3.8 22 155 72 4.7 78 130 
5.6 14 3.7 18 mi 5.8 54 4.6 60 126 
4.3 80 3.0 84 143 4.2 215 3.4 195 124 

樹脂帯率の変化

l日>

月巴 培 木 対 日吉 木 対 1111 木 比 率

Av N Av N I % I Av N Av N % 

% % % I % 

68 6 59 115 I 63 67 55 69 115 
59 13 67 17 88 60 99 57 98 105 
55 26 56 98 58 137 58 126 100 
も0 35 55 109 58 167 55 138 105 
60 40 57 29 105 54 179 53 158 102 
61 41 51 35 : 120 55 167 50 161 110 
49 40 43 30 114 48 157 43 147 111 
46 35 37 30 i話| 45 134 41 127 110 
39 36 36 28 40 115 38 106 105 
43 18 37 18 116 40 70 40 68 100 
36 16 32 16 113 37 54 37 53 100 
29 71 20 641 145 34 190 29 151 117 

容積密度数の変化

3 回 以 上 B包 11巴 令

H巴 培 木 j国「 日召 木|比 率 IIE 培 木 対 日目 木 比 率

Av N Av N % Av N Av N % 

kg/m3 I kg/m3 I I kg/m3 kg/m3 I 
453 I 6 415 109 61 420 65 97 
386 22 387 100 386 113 401 109 96 
354 37 381 93 158 375 148 97 
312 35 40 87 340 151 358 150 95 
293 36 352 35 83 316 138 340 139 93 

17 336 18 88 67 325 65 92 
285 44 295 41 ! 

97 292 120 310 94 
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がみとめられており， 2 固ないし 3 回以上の繰返し施肥の年度が一定していないので，肥培木における相

対的な年輪幅が最大になる施JI巴年度には，必ずしも一定の傾向はみとめられないが，この相対的な年愉幅

の最大値は施肥 1 回の場合は 144，施肥 2 回で 160 ，施肥 3 回以上で 177 をしめし， 繰返し施肥によって

年輪幅にたいする施肥効率はあきらかに増加する傾向をしめした。

(3 )上記の結果から，年輪幅にたいする施肥効率は，ただ 1 回の施肥におし、てもかなり持続的である結果

がみられ，また，施肥の繰返しによって，この増加率をたかめうる可能性があるものとおもわれる。

2.4.2. 樹脂帯率の変化

肥培木の施肥年度と対!!官木のその対応、年度べつに，年輸の半径方向にしめる樹脂細胞の発達する層の比

率(樹脂帯率〉を測定し，各施肥年度における肥培木の樹脂帯率の測定値を，対照木のその対応、年度にお

ける樹脂帯率の測定値にたいする相対的な1直としてもとめて， Tabl巴 11 にしめした。これから，樹11旨帯

率の変化についてえられる結果は次のとおりである。

(1)肥培木の年輪にあらわれる樹脂帯率については，施J1E 1 回の場合には，施肥年度 7 年，施肥 2 回の

場合には施肥年度 9 年，施JI巴 3 回以上の場合には観察した施肥年度11年まで、の範囲にわたって，あきらか

にその施肥効果は増加している。

(2) この肥培木の樹脂帯率の相対的な値の最大は，施11巴 1 回では 121， 施肥 2 回では 129，施肥 3 回以

上では 145 と施肥の繰返しによって増加しているが，施11巴年度べつの変化については一定の傾向はみとめ

られない。

2.4.3. 容積密度数の変化

各供試円板の齢階ベつ (2 年輪おき〉に測定された容積密度数と肥培木については，その施肥年度，対

照木についてはその対応年度べつに集計し，各年度べつの容積密度数の算術平均と対照木の容積密度数に

たし、する肥培木の容積密度数の相対的な値をもとめて， Table 12 にしめした。その結果は次のとおりで

ある。

( 1 )肥陪木の容積密度数は対照木にくらべてあきらかに低減する傾向をしめしているが，施JlE年度べつ

Table 13. 施肥年度べつの心材年輪の出現率

雫?ζ11:F一一一;一:;;;二三
Jl巴 t音 木 (A) 対 H召 木 (B) 

n % N n % N 

出現数 I 出現率 I 観年輪察数 出現数|出現率|壁輪委
。 42 39.6 106 39 34.5 113 

. 
1 ~ 2 112 40.9 274 78 30. 1 259 

3 ~ 4 57 20.2 282 47 16.7 283 

5 ~ 6 31 12.4 249 29 8.7 333 

7 ~ 8 17 9.8 173 16 8.9 179 

9 ~ 10 12 10.5 80 11 10.3 79 

11 ~ 4 3.3 120 B 6.7 120 

総平均 275 21. 4 1, 284 228 16.7 1, 366 
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の変化にはあきらかな傾向はみとめられない。この低減は施肥 1 回の場合におし、ても，観察した施肥年度

11年までのあいだにわたってみとめられ，その影響はかなり持続的であるとおもわれる。

(2) 肥培木の容積密度数の相対的な値の最小は施肥 1 回の場合に93. 施肥 2 回で93，施肥 3 回以上で83

であり，施肥の繰返しによって容積密度数の低下率はしだし、に大きくなる傾向をしめし. 3 回以上の施肥

回数の場合で最大17%の低減をしめしていることになる。

2.4.4. 年輸の心材化

各供試円板における年輸を， IIE培木の施肥年度と対照木のその対応年度べつに分類し，その年輸に心材

化の有無を観察して，各年度べつの観察年輪数にたいする心材化の年紛数の比率をもとめて Table 13 に

しめした。その結果は次のとおりである。

(1 )肥培木の年輸はその対照木にくらべて概して心材化の比率がたかい。

(2) 年輪の心材化の比率は肥培木，対照木ともに施肥年度またはその対応年度 1~2 年に最大であり，

肥培木と対照木における年輪の心材化の比率における差異もこの年度において最も大きし、 CIIE培木の年輸

の心材化の比率は施肥年度 1~2 年で40.99話，対照木の年輪の心材化の比率はこれに対応する年度で30.1

%で，その差異は10.8%であった)。

3. 要約

森林生産性の向上と短伐期利用の目的で，林地施肥がおこなわれており，その生産効果の判定について

は，すでにおおくの調査がおこなわれているが，最近，その生産材の評価について 2， 3 の疑問が提起され

てし、る。

しかし，現在， 11巴堵木として育成されているものの大部分は樹齢およそ10年生程度の造林木で，その材

質は施肥の有無にかかわらず，未成熟材としての特異な性質をもつものであり，したがって，肥培木にあ

らわれているこの材質の特異性は施肥による材質の特徴とみなすことができないのは当然である。

また，現存する肥培林には，当初から試験設計のおこなわれたものはきわめてすくなく，対照林分の選

定が困難であり，対照木との比較において肥培木の材質の特徴を帰納することにも，おおくの問題点がさ

けられない。

したがって，この報告は，現存する肥培木についての事例調査にすぎないもので，統計的な傾向として

抽出されるいくつかの結果についても，将来，さらに実験的な手法によって確かめられ，補正を要するこ

とは，もとより当然である。

この調査における肥培木およびその対照木についての資料の集積から， I把庭木にっかての特徴とみなさ

れることを要約すると次のとおりである。

肥培木の外形的な特徴

(1 )樹高，胸高直径，根元直径などの外形的な要素は肥培木がその対照木にくらべて大きくなる例がお

おい。

(2) 枝下高，材長 1mにおける平均枝数などについては肥培木と対照木とのあいだに差異はないか，あ

るいは施肥による変化は不明である。

(3 )肥培木においては樹高の増加より，胸高直径の増加が顕著にあらわれているから，完i両度(樹高/

胸高直径〉は一般に小さくなる例がおおい。
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(4) 樹高，胸高直径については施肥の繰返しによる施肥効率がみとめられるが，完it白度についてはその

影響はあきらかでない。

肥培木の生産性

(1 )斡材積，枝条材積，幹の生重量，枝の生重量，葉の生重量，幹材積/生薬重量，幹の生重量/生葉

重量，年材積成長量/生薬重量，年重量成長量/生葉重量などの生産性をしめす要素は}]白書木がその対照

木にくらべて大きくなる例がおおか。

( 2) 平均枝数(材長 1m における枝の数〉については肥培木と対照木の差異はほとんどなし、。

( 3) 幹の平均容積密度数については肥培木がその対照木iこくらべてやや小さくなってし、る例がおおい。

( 4) 斡の生重量，幹の乾重量，幹材積/生薬重量，年材積成長量/生葉重量，年重量成長量/生葉重量

などについては繰返し施肥による施肥効率がみとめられるが，その他の事項についてはその影響は不明で、

ある。

施肥による年輪幅の変化

(1 )施肥によって年輸相は増大する傾向はあきらかにみとめられ 1 聞の施肥によってもこの影響はか

なり持続性がある。

(2) 肥培木における年輪幅の増加は施肥の翌年に最大に達しているが，繰返し施肥によって，その増加

率はしだかに高まってしぺ可能性がみとめられる。

樹脂帯率の変化

( 1) 肥培木については年輪内の樹脂帯率が増加する傾向がみとめられ，施肥によるとの影響はかなり持

続性がある。

(2) 施肥の繰返しによって出現する樹脂帯率の最大値が増加する傾向がみとめられるが，施肥年度べつ

の変化については一定の傾向はみとめられない。

容積密度数の変化

(1 )施肥によって材の容積密度数は低減する傾向をしめしており，この影響にもかなり持続性がみとめ

られている。

(2) 施肥の繰返しによって容積密度数の低減はしだし、に大きくなる傾向をしめし. 3 回以上繰返し施肥

の場合に最大179百の低減をしめしている。

年輪の心材化

肥培木では対照木にくらべてその心材化が早くなる傾向がみとめられる。

ι 


